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著「

ア
メ
リ
カ 

.
の
經
濟
力」

(

佐
藤
克
已
譁
、
昭
和
十
七
卬
、
學
_
社
刊)

に
揭
げ
ら
れ

■
た
岡
は
、
'州
撞
を
JH
ひ
て
南
北
に
ニ
分
レ
、
嵬
®
に
三
分
'し
il
l
に
北
來
. 

部
に
別
に1

地
區
を
設
け
て
、
仝
阀
を
七
两
と
す
る
.0
ぶ
れ
は
V
It
廳 

統
計
だ
ば
に
使
用
さ
れ
て
屏
る
州
境
を
川
ひ
た
九
砰
域
と
1も
全
く
興
な 

る
で
、他にこれに似た

も
：}

を
求
め
る
な
ら
ば
、
1S
カ
關
係
で 

設
定
さ
れ
て
る
七
區(

こ
れ
も

大
部
分
州
境
で
區
割
さ
れ
る〕
が
取
げ 

ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
翦
、す
，る
に
ヒ
ッ
チ
氏
の
區
劃
は
非
常
必
不
適
常 

>で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

‘ 

■ 

' 
:

.

さ

て

マ

ツ

力

ー

テ

ィ

敎

授

は

，
米

.國
全
土
を
一
.〇
の
地
域
に
分
け
，る
。
西
經
一
〇
〇
度
線
が
東
西
の
凡
そ
中
央
t
縱
斷
し
•て
居
る
が
*
そ
‘

V 

\

 

* 

*
 

-
 

 ̂

、

の
邊
り
で
南
北
に
國
境
か
ら
國
境
走
で
®
が
を
細
長
ぃ
形
の「

犬
平
原
地
汸」

Great Plains 

が
あ
る
。
そ
の
西
に
，「

ロ
ッ
キ 

:

■;
1

山
岳
地
方J

w
o
c
k
y

 M
o
u
n
t
a
i
n
w
e
g
i
o
n

•が
北
西
か
ら
南
東
へ
走
り
.
>
-更
に
そ
の
西
に
は
-
ロ
ッ
キ
r
西

龍

か

ら

_キ

ザ

ス

ケ
ー
ド

及

、

,
_ 

, 

. 

* 

-

ゾ
，

ノ
 

- 

- 
■ 

/

.
び
シH

ラ
ネ
ザ
ァ
ダ
兩
山
脈
！2

至
る
廣
大
^* 「

山
問
高
原
地
方」

I
ntermountainwIa^au Regiopl

が
區
劃
?\
れ
、
そ
の
西
側
に
太 

丨
ノ 

、
モ

洋

岸

地

方

」
p
g
m
c

 Coast 

wt'
o
n於
細
長
く
南
北
に
走
つ
て
居
る
。
犬
平
股
地
方
か
ら
東
は
、
東
西
に
延
び
る
六
.つ
.
の
地
域
が
，

.

.
’，ぐ
六
段
に
重
な

<>
,そ
‘.區
割
&

る
。
そ
の
ぅ
ち
五
つ
は
-不
規
則
な
楔
形
で
、.最
北
に
は
西
側
を
頭
に
東
側
に
尖
縱
を
向
け
る「

北
部
湖
水
及
.

.
び
^
林
地
方」

Northern L
a
k
e

 and Forest H
e
g
i
o
n

，そ
の
南
に
東
側
を
頭
に
す
る「

エ
業
池
帶」

Manufacturing 

W

&が
®
/

'

i
, 

'
な
り
、
そ
’の
南
^'
は
西
觚
を
頭
に
ず
る「

玉
蜀
黍
地
帶」

C
0r

n

t5l
e
l
t

次
\に
は
，「

ア
、パ
レ
チ
ア
H
才
ザ
q
ク
地
*」

>
p
p
a
l
a
c

cr
f
6
z
a
r
k 

~ 

i 

ilegk>n-

更
に
そ
の
南
に
.は「

描
花
地
帶j A

o
t
t
o
n
w
e
k

 

.が
'
孰
れ
も
同
じ
や
ぅ
な
形
で
^
劃
さ
れ
る
。
最
南
端
に
-「

メ
キ
シ
コ
灣

H

 ゝ

,_ 

く 

.い
大
西
洋
海
岸
地
方」

G
&
,
>
t
l
a

-a
c
o
o
a
s
t
^

叹
吕
が
へ
フ
ロ
リ
ダ
半
岛
を
中
夹
に
レ
て
瑕
西
か
ら
北
朿
人
細
長
く
延
び
て
居
る
。
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令

地

域
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' 北
衆
部
の
エ
業
«
罾
で
‘

つ

ヤ

、
，
西

端

は

.シ
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ゴ
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、
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近
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.

る
地
域
で
あ
る
9
昏
て
は
米
國
最
主
要H

業
地
域
，で
あ
り
現
夜
で
も
全
國
で
政
-もH

業
ぬ
卓
越
十
る
地
方
で
あ
る
，一
チ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド 

地
坡
を
始
め
と
-b
T
,煺
大
な
都
务
人
ロ
を
對
象
と
す
る
地
ー
兀
向
沿
費
財
生
產
及
ザ
全
國
向
被
服
製
趙
等
の
細
育
エ
龙
哋
區
：
フ
M
ラ
デ
：
 

.

ル
ソ

 ̂

T及
び
-ボ
ル
.力
ィ
乇
<ア
等
を
唞
心
と
す
'る
备
祯
エ
業
浪
合
の
地
，區

.
敦
鐵
製
鋼
を
中
心
と
す
るビ

.. ツ
. ：

ッ
，バ
i
ダ
友
び
：
^\ 

ラ 

ン
ド
等
の
逭H

業
地
區
*
デ
1
ト
¥
イ
卜
を
'机
心
と
ず
る
.|
|
1動
車
エ
業
地
區
"
シ
カ
ゴ
及
び
ミ
ル
ゥ
ォ
ー
キ
ー
を
^

3

と
す
る
製
鐵
及
び
，
 

機

械

議

|

區
、
|

成
つ
て
居
る
。
■塗
含

業

生

産

額

の

I

以
上
、
§

,

^

鋼
以
約
七
割
« '

慕
車
エ
業
生
馨
の
八
割 

以
上
が
こ
、
に
集
中
し
て
焐
ん
？
.こ
の
，地
、帶
外
で
全
亂
乃
至
、世
乳
市
場
を
目
的
と
す
る
工
業
は
"■加
州
の
食
料
品
-加H

,

•
.狂
油
精
製
％
映 

截

•
航
空
撒
製
造
等
*
.ア
ラ
バ
マ
州
バ
ー
.キ
ン
ガ
ム
‘の
.製
鐵

業

、
南

部

，即
'̂
南
北
_カ
奋
.
|ア.イ
ナ

•
>、
1
ジ
T

•
•
ア
ラ
バF

の
諸
州
に
與 

つ
た
綿
ぬ
業
、
ヴ
-r
ジ
!
 一
-T
h
び
犯
カ
ロ
.ラ
イ
ナ
ひ
齓
草
製
造
、，
M,
P
H業
她
哪
め
隣
接
地
域
內
例
へ
..ば
オ
.ハ

•

イ
オ
•
'
•
イ
ジ
デ
ィ
.ア
ナ• 

イ
认
ノ
イ
•
ア
イ
オ
夕
氰
州
の
-主
^
都
市
に
農
業
機
械
そ
の
他
の
機
滅
製
迤
及
级
段
肉
加
で
等
が
あ
る
の
^-
で
'
そ
.弘
他
に
味
重
要
な
も 

の
^
^-
ど
な
い
。
W
勢
調
资
の
>:
'
^

「

x:
業
*地
域」

e
d
u
&
a
a
l 

a
r

<l
)l
a
s
と
稱
せ
ら
れ
石
地
區
が
-
全

國

，ゝ

に
ニ
ニ
三
|
^
る̂
が
.
そ
の
中

, 

f 

, 

, 

,

、
 

省

, 

一

.

;

'-
. 

.■,
 

-■
-
- 
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. 

-
-
、
-
• 

•
-

で
ニ 

•四

區

鲁

.

1
帶
g

f

'
 

1

1

1•る

,0
一
 
九
I

年
•馨

I

四
S

1

S
全
三
1

1

1れ
の
み

.

三
割
、
隣
接11

爾
を
加
へ
各
ょ
<
上
ハ
，割
ビ
‘緯
し
£
ャ
寵
^
> 

A 

\ 

,
1 

I 

, 

: 

.

，.
へ

.

,Kf
e
五
，Bieniiiai 

o
^
y
w
d
w 

o
f 

M
o
n

CJfactures'

-M-935-; p
j
K

CO9-40)

.
, 

'
，隣
梭
郡
に
わ
-̂
る
地
區
ゼ
、
^
造
.エ
'笫
.印
刷
業
••.出
版
索
の
贷
綠
勞 

，參
照
。
> エ
桊
地
域
と
は
蜇
要
土
業
都
市
を
中
心
左
す
る1.

鄱
或
終
そ
の
- 

' 败表
ー
一j

ず
人(

一
九
一一
£
苹〉

以
上
を
有
す
る
所
を
云
ふ
。

.:.:
::
v:
-.̂
.
^
.r-
v
:

^

.
::
:ソ 

:
v:c
.'
-
.广.-;
:
.

.ボ
く
め
如
を
^
業
-̂
集
中
^'
同
時
に
-こ
吟
地
帶
に
i

つ
-
'^
故
専
門
‘化
を
生
,̂
b.
、め
-て
居
6
»、表
さ
に
こ
の
，地
帶
の
經
濟
也
活
全
駿 

，が
、
’ 

H

fょ？

豪

j

j

-e
i

i

!

,

f

f

o

i 

>

敷
造
H

f

f
す
る
多
I

大
都
市a

I

t

v

l域
外
I

ぁ
、る
が

V

國

泰
.

£
挺

膏

I

薰

勝

f
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-
' 

實
陡
上
そ
れ
等
大
都
市
の
經
濟
組
鼻
のj

^

を
な
す
郊
外
土
場
及
び
#

^
都

市
0

5

>
乳
及
び
そ
-れ
と
同
缚
に
鄺
敗
し
易
い
食
«

の
生
~ 

S

近
I

市
.の
f

;

為

ふ

黯

型

i

r

§

こ

の

爾

地
I

Q

消
費
の
I

に
.

1
オ

る

鑛

產

業

養

ぼ

成

？

f

’

\
に
奉
仕
す
る
地
位
に
あ
る
が
"

こ
の
地
域
で
は
、
都
市
は
地
元•

周
邊
の
地
區
：の
み
I
な
く
全
國
に
奉
仕
し
、'
全
域
の
f

が
近
接
都
市 

'に
奉
比
し
て
罟
今(McCarty, o

?-
c
i
r
b
p
. 
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.

工
業
地
帶
の
北
に
は
北
部
潞
水
及
び
森
林
地
方
於
連
を
。
こ
の
，地
域
は
"
ミ

ネ

ソ

タ

ィ

ス

コ

ン

シ

ン
兩
州
の
大
部
分
と
ミ
、v
カ
ン
，
 

州
北
半
球
，に
规
が
り
*
贽

に

紐

育

州

北

部

及

，
び

-

1

ユ
ー
イ
ンv

f
v

ド
北
部
へ
飛
ん
で
居
る
。#

冷
な
氣
候
と
瘠
萍
な
土
壞
と
を
全
域
共

-
•
. 

• 

V 

- 

• 
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—
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- 

■ 

- 

•、
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■， 
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，
-
'

通
の
特
れ
と
す
る
が
、
北
部
と
南
部
に
程
度
の
差
が
あ
り
そ
の
他
の
條
件
の
差
も
伴
つ
で
、
特
色
を
異
に
す
る
南
北
ニ
地
區
に
分
か
れ
：
 

る
。
北
部
は
過
去
の
濫
伐
の
爲
劝
生
產
カ
-の
衰
へ
へ
た
森
林
地
區
で
、
農
業
で
.は
馬

綠

.»
を
多
產
す
る
。
.
し
商
品
を
供
給
し
.な
い
自
給
農 

家
も
少
か
シ
中
あ
り
、
1

•鑛
業」
狩
獵
等
を
兼
ね
る
f
の
も
あ
る
.。
む
.し
ろ
'全
獨
最
大
の
鐵
鑛
石
生
産
地
^
し
て
特
色
づ
け
ら
れ
る 

泚
方
で
，
ミ
ネ
ソ
タ
•
ウ
ィ
ス
コ
ン
ノ
シ
ン
•

ミ
シ
ガ
ン
H
州
に
^
於
る
シ
ユ
I
ピ
ア
‘リ
•ア
徵
鑛
地
ガ
は
、
年
々
全
阈
の
約
八
割
を
產
出
す 

る
"
こ
れ
に
對
し
て
南
部
に
'は
、
ミ
ネ
ソ
タ
及
び
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
に
^
|
|業
に
專
門
化
し
た
地
方
が
あ
り
、
東
部
に
は
チ
、！
ズ
■西
部
に 

&

:

バ
：.タ
0
生
產
が
主
f
 
_衍
ば
れ
^

:-
:
:ー
.
.
龜

ニ

邳

た
o (

s
d
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V. 
土
業
她
帶
と
洳
水
及
.び
森
林
響

'の
：南
於
接
^
で
：玉

蜀

黎

地

帶

が

あ

：
る
ゃ

^

端

ほ

南̂

コ
：
：夂

及

び

ネ

ブ

ラ

^
カ

爾

州'の
東

部

が

ら

、
.
ア

イ
オ
ワ
：州
を
中
^ -
に
1;
て
ノ
.北
は
ミ
ネ
ソ
タ
州
西
南
部
、
南
は
ミ
ゾ
ー
リ
#|
^

半
分
*
東
は
イ
-y
ノ
イ
•
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
一
一
州
の
北
部
と

.
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.
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才
ハ
イ
才
州
，の
西
部
に
擴
が
つ
て
居
る
。
.玉
蜀
の
栽
培
及
び
そ
れ
を
飼
料
と
す
る
肉
用
家
畜
の
飼
育
を
主
と
す
る
農
業
地
帶
で
.，'■中
心
都

…

：

で
は
肉
用
家
畜
の
販
賣
か
ら
所
得
、51

分
の
.一
を
得
て
居
^

然
し
乍
ら
、
玉
蜀
黍
と
小
麥
•
燕
麥
鬆
輪
作V

平
豚
鷄
の
飼
育
-
i
 

.

’

品

•
•
»卵
の
生
產
等
に
わ
た
る
多
角
的
經
營
が
行
は
れ
る
。
玉
蜀
黍
裁
培
に
適
し
た
肥
沃
な
土
壞
と
好
良
な
氣
候
'
.家

か

の

樹

育

に
.«
適
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を
生
產
し
た
も
の
の
み
を
敷
べ
て
、も
、
萄
葡

•
レ
モ
ン
•
無

窠

•
オ
リ
ヴ
，
オ
レ
ン
- .

y
，

 

ィ
-ス
•
花
野
菜
•
グ
リ
丨

ン
ン
ビ
丨
ス
•讓

草

等

が

あ

る

。
.
そ
の
他
石
油
及
び
金
の

i

業

广
そ
れ
寶

龜

品

.
鑛

馨

の

加

エ

：々

歡

、
；.
 

或
は
ま
た
映
畫
'航
空
機
そ
の
.他
のH

業
等
•農
業
•
工
業
と
も
比
較
的
新
し
い
部
を
專
2

し
て
居
，

.
a
b
i
d
4
P
.
E
2
7

•
參
照〕

、
 

■

三
、
地
撖
的
權
造
の
特
色 

、
、

？ 
. 

- 

.

.

.

. 

.

.'
,,

、
米
國
經
濟
の
地
域
的
專
間
化
W
上
述
の
如
ぐ
畲
に
ゎ
た
つ
て
冶
は
れ
て
居
る
。
東
I

-X
業

馨

は

、
全
阈
及
び
海
外
か
ら
.策
め
匕

. 

觜

に

加h

し
て
新
品
を
全
國
へ
f

->
>

I
〕

•れ
县

し

.て
湖
水
及
び
森
5#
地
方
鏡
鑛
石
み

®
勤

品

を

、
玉
，
蜀

黍

馨

は

i
：

類
を
'
:ア
。一 

,1 

フチ
ア
I

ザ
丨
ク
地
方
は
烟
草
と
石
炭
を
>
棉
花
‘地
帶

は

棉

花

と

福

，
を

：

メ

ザ
シ
，
コ

攀

大

西

洋

海

岸

地

方

I

菜
と
果
f

米
と
.
'
. 

木
材
と
石
油
'
 
大
平
f

は
小
麥
と
家
畜
と
石
油
を
、

P
ツ
キ
丨
山
地
は
鑛
物
を
、
山
間
®

她
方
は
螓
物
と
家
畜
I

毛
を
.
太

.

平
洋
岸
は
果
物
，と
蔬
菜
と
石
油
と
.木
材
.と
映
誓
と
航
空
機
を
供
給
す
^
.
0 

自
足
の
生
活
は
，
市
場
か
ら
遠
い
且
つ
：.交
通
の
不
便
な

 ̂

地
、
し
か
も
^

^
か
過
潙
か
の
氣
候
上
の
邋
慨
件
、
'
«せ
た
土
壤
或
は
急
峻
險
'1
!
&な
地
形
等
の
不
利
な
條
件
の
重
な
っ
伫
地
ガ
に
、
そ
办 

に
5：
い
も
^
が
あ
る
が
、
こ
れ
^-
極
め
て
狹
1\
地
域
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
.に
反
丄
て
、
'^
も
^
業
^
な
農
業
地
'^
の
、ー
に
ア
イ
オ
ワ
少
の 

/農
家
の
如
き
、は
’、
生
迤
物
の
九
割
を
販
賣
し
て
、
液
费
说
は
殆
ど
す
べ
.て
購
人
す
る
と
云
は
れ
る
"人
飩
六〕

’ 

■

.部
及

び

..中

央

部
V
.イ
ン

，デT
.
Vアナ
. 

>方
メ
イ
ォ
•
紐
育
•、
マ
サ
チ
ユ
セ
‘ 

ッ
ッ
各
州
の
’
,
'
部
、
'11' 

ュ
ジ
ャ
.1

•ジ
州
の
大
部
分
で
あ
っ
た
。
1

M
が

五
割
に
達
し
な
い
農
家
は
國
幣
調
资
；で
は
、「

A
給
農
家J

、と
云
，，は
れ
る 

が
、

一，、九
ニ
丸
苹
に
は
、
と
れ
が
炎
■
で
、
塔
樂
農
家
の
•〇

•
八
割
、
 

並
0.
万
戶
ぁ
っ
た
'0
南
部
ァ
パ
レ
チ
ス
地
.方
に
て
れ
が
.最
も
多
く
、
來 

部
^
.
.ン.タ
ッ
キ
州
.で
は
幾
つ
か
の
那
が
ニ 

*
五

割

し

か
'̂^
し
な
力
つ

乞

'

, 

•

訃
六 

J5:
a
.
;
'
p
.
.
-
3
1
p

0
ノ The Lâ

ld planninĝ

 C
O
H

,sittee 

.

,
,
o
f

 the Isra

a.onal 

Board, 

Maladjustme

a-ts in 

L
a
^
‘ 

Use in-the. United states' Wash., 

D. p
,
1
9
3
^

 

p
,
1
5
.

に
據
れ
ば
、
■國
勢
調
盗
に
現
れ
.た
と
こ
ろ
で
は
"
一
九
二
*
？
^

苹
に
次
の
諸
地
方
の
i^
#
が
也
齑
物
の
九
割(

做
格〕

を
販
寶
し
fc
-
と
- 

い 
ふ

.0 

こ
れ
は
郡
^

^
珉
均
で
、
，’欠
き
い
農
家
で
殆
ど
命
舭
糜
物
を
資 

,
る
こ
と
が
、'各
都
の
平
均
を
高
め
て
^
る
。
九
剡
以
i-
'M
K

t
る
地
方

は
、
ア
イ
オ
ワ
か
ら
西
及
び
'南
®
方
の
大
部
分
’の
州
、
イ
リ
ノ
イ
州
，北
：

、/
-」

；
•

、

- 

,

こ
の
地
域
的
尊
門
化
が
¥
な
る
專
門
'化
で
，な
く
*
‘地
域
的
分
業
と
し
て
^

經̂

卿

の

地

域

‘
的

權

迅

へ

組
織
さ
れ
て
居
^
狀
1
は
' 

ま
だ

纹
を
明
確
に
記
述
す
る
'資
料
を
持
た
な
い
。
然
し
乍
ふ
、
少
く
と
も
こ
の
專
門
'
そ̂
の
：̂
の
か
ら
"
分
業

狀

態

の

'
存

在

が

明

含

推

调

さ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
が
高
度
に
組
織
さ
れ
て
居
る
こ
と
は
、
資
源
委
鼓
#
が
‘指
摘
し
汇
居
る
次
の
や
ぅ
^
事
赞
か
、ら
も
窺
は
れ
る
。

(
N
l
n
a
l

.

1

1

o

o

i

f

;

? 

C
F 

:pp. 41-47/

金

)

？

(m
料
坐
產
地I

ら
完
减
品
の
，虞

地

ま

で

の

.間

に

、
，
塞

•
加

子
消
费
の
諸
過
程
が
或
る
秩
序
を
以
つ
で
分
布
し
ノ
物
资
は
そ
の
間
を
流
れ
る
，狀
满
の
ぁ
る
こ
と
で
ぁ
る
パ
例
へ
ば
西
部
の
，小
麥
は
、

太
平
洋

1

で
，は
ボ
丨
„ト
ラ
ン
ド
•'
ス
ボー

.
i

v

シ
等
内
陵
側
で
、はミ

 
ー
ニ
ノ
ポ
リ
ス
•
.

> >
マ

ハ
*

キ
ャ
ン
サ
，ス
シ
テ

ィ
.(

キ

ャ

ン
サ
ス
州〕

等

で
製
粉
さ
れ
-
最
资
の
消
費
地
に
分
布
す
る
製
麵
齙A

場
で
*。•八
ン
に
さ
か
る
.0
ま
た
高
原
地
方
や
大
平
胺
の
家
令
は
、
火
部
分
玉
蜀
黍
地

.

.,

米
1
:鸫
濟
5
'
1
’
侧
郝—

そ
の
：地
域
阶
構
造
に
就
い
て
.
. 

ノ

へ

、

•■
;

、

I

K
-',
五

ブ

-(

六
〇
七〕

,



.;i:_ 

，
米

瞬

終

辨

Qi-,

侧
诃
-
^
7
—そ
の
地
，填
的
*
造

，に

就.い
て-

,
. 

' 
ノ 

： 

’ 

(

v
〇
、
> 

;

罗
夢
へ^

れ̂
i
こ
で
f

さ
れ
た
後
に
屠
殺
場
，へ
f

れ
ぶ
。
办

馨

馨

は

大

#
分
玉
蜀
黍
馨
叉
は
、そ
€>
-近
接
地
區
}5
'
あ
る
。

,
f

iv
n

ゴ
を
始

，め

と

し

、
.セ
ン
ト
ポ
ー
*
ル

•

ス
ウ

、シ
テ
ィ
タ
オ
T
ハ
，•
キ
> 
ン
甘
ス
，
、シ
テ
イ(

キ

Y
ン

サ

スS
 
,
セ

yト
レ
イ
ス
•
シ
ン
、レ

\
ナ
ー
■テ
：̂
部
で
私
る
。
イ
リ
ノ
イ
以
朿
W
東
北
部
一
四
州
は
：
全
米
の
約 
一
♦
四
割g

 
土
地
ロ
釙
四
.
九
剡
の
：
<
ロ『

が
银
中
し
て
^
る
都

命

人

口

の

多

い

地

方

で

あ

、る
か
ら
、
ベ
肉

f

主
と
し
て
こQ

地
方
：

Q’

向
け
L
れ
，»*
西
部
か
，ら
來
た
股
料
に
#
エ
し
た
製
如
於
大
部
分
^
は

ボ

運

^ -
る
の
で
あ
る
.

『

皮
革
高
様
で

-
m

l

f
 
§

 

:

ン
ヵ
ゴ
附
近
パ
t

, 

Iイ
，ン
ダ
ラ
y 

f

製
靴
鼇
へ

f

れ

石

こ
0

1L
棉
花
か
ら
r
嫌
を
經
て
被
服
品
に
な
る
圭
1
の
生
糜
地
，_加
工
地
‘の
分
,̂
.
1鐵
鑛
有
か
ら
鐵
に
^
认
更
に
機
械
そ
の
^

に
な

る

'̂
で
の
證
程
の
地
‘f

就
い
て
も
间
様
な
事
‘
！
^
 

1

9 

'

へ)

の
や
、。
益

观

的

I

織
は
勿
論
他
の
、諸
座
業
に
も
兄
ら
_れ
る
の
で
あ

つ
丨1し
、

こ

の

，
亊

嫂

は

‘t
高
碑
の
祂
域
的
分
業
：の
'存
.在
、
地
域
的
®
造
の
•存
す
る
こ
と
を
物
語
る
&
の
と
沄
へ
るo 

氏
は「

ア
メ

-

リ
ヵ
の
經
t
力J

の
中
で
、f 

K
Wリ
，
‘は
經
澈§

單
收
で
，&
く
：，
寶
の
異
な
つ
た
地
方
經
濟
の
集
君
和
る
。」

(

前
揭
将
、
.三
養〕

.

と】K

つ
て
.居
る
が
、
地
方
經
濟
の
皐
な
る
集
合
で
は
決
し
て
な
.い
と
思
ふ
。
來
‘國
が
全
骽
，̂

て
一
つ
の
經
濟
單
位
を
權
成
し
て
屉
る
'
の 

で
^
る
。
- 

,

,

.
 ̂

i

 

, 

ン 

/

、
と
こ
ろ
で
地
域
的
分
業
は
勿
論
' ^
:
に
跟
つ
て
亦
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ど
の
國
で
も
苟
^
:
>
闕
^'
經
濟
と
稱
し
得
る
，

を
時
つ
义 

上t
r

随
内
各
地
の
間
に
必
す
何
等
か
の
形
の
|

が
あ
ろ
\
然
し
乍
ら
米
國
©,
や
、フ
な
形
，が
觅
‘ら
れ
.る
國
は
他
£

つ
も
な
い
と
思
- 

-七
 
郎
ち
前
绣
地
域

I

門
f

各
地
域
眼q

組
織
と
は
、
經
濟g
發
展
2

S
に
達
し
n
辱
あ
れ
ば
ど
こ
に
も
見
ら
れ
る
で
あ
ら 

ぅ
が
、
1
の
，形
態
の
上
で
、
米
國
：_の
埸
合
は
求
の
コ
；
つ
の

'事
實
、が

著

し

い

特

色

を

與

へ

て

语

る

9 

' 

そ
I

I
は
-
地
.域
的
分
業
の
單
位
で
あ
る
高
度
§

化

し

だ

地

域

气

姆

め

て

政

ん

な

^
辕
を
持
ク
も
の
が
多
い
ち
い
ふ
こ
と
セ 

f

。
マ-ッ
-
力

厂

テ
イ
敎
授
の
著
寄
に
も

**
,
そ
，の
他
の
文
献
に
も
斯
か
る
地
域
s

l

f
れ
で
居
な
レ
：
S

)

マ
、I
 

iァ
ィ
敎

V
授
の
區
il
障
力
ら
大
體
の
見
®
り
を
，す

れ

ば

、
例

人

ば
エ
業
地

|
の̂
廊
積
ぬ
、
，氣

も

內

輪

，に
計
算
し
て
も
現
在
の
日
木
の
面
積
に

€-
い
<
1 

. 

,

1八
：}

勿
論
，〕

れ
.‘は
、

_

 

•
阪
神

•
北
九
州
等
の
エ
業
驰
域
と
禮
？

.
-エ
場
群
の
間
に
廣
い
畑
‘
酪
農
場
•
鑛
山
•
山
林
な
ど
が
あ 

p
-
B
本
の
エ
.場

地

帶

と

，
は

非

，
常

に

様

和

が

違

ふ

，
で

.
\ら
ぅ
が
、
そ
れ
に
し
て
6
多
數
の
都
市
•
郊
外
往
宅
地
’

v
工
場
を
持
ち
、(

K

) 

濃
密
，な
交
通
網
を
,#
つ
こ
の
.地
域
め
*
觀
は
、
日
本
0.
エ
業
地
帶
と
質
的
に
，全

く

異

な

.る
も
の
で
は
な
い
。
二
の
他
の
地
域
で
も
、
主
蜀 

黎
地
帶p

如
き
は
工
業地

！！

よ
f

更
に
腐
く
、，
I

ソ
タ
"
サ
ィ
ス
，コ
ン
シ
ン
の
、酿
農
地
帶
.
大

平

原

の

冬

小

麥

地

帶

、
及
び
.莽
小
麥 

苓
ノ
同

.1
>
べ
大
平
历
の
浦
北〗

i

つ
の
放
牧
地
帶
等
は
、
孰
れ
も
多
少
小
さ
X
は
な
，る
'が
.•それ
•で
も
猶
非
常
に
廣
大
で
あ
る0
.̂
]
へ
し
±
茗 

-バ
麥
地
帶
の
面
^
は
キ
ャ
ン
サ
■ス
州
よ
り
も
大
き
い
が
、
假
j
i-r
t
州
の
面
橫
と
し
て
も
B
本
の
約
半
分
よ
り
稍
大
き
.い
。(

!!
•
〇〕
ま
た 

.棉
花
地
帶
の
中
で
特
に
榣
畑
の
歡
集
地
*
が
三
侗
所
あ
衾
、
そ
の
&
小
の
，も
'の
が
略
々
關
東
地
方
と
同
じ
囲
積
-
最
大
の
も
の
は
そ
か 

ニ
硭
俾
f

と
恕
は
れ
る
。
ニ
倔
所
め
烟
草
地
' #
ー
 

加

州

の

簾
•
媒
物
地

帶

も
-
こ

れ

と

屢

な

面

積

を

持

つ

、

。
こ
れ
等
め
地
域
の
ぅ 

i

で
；
{
<平
原
放
牧
轉
の
'廣
さ
は
ノ
.そ
れ
が
、
人

問

の

營

造

彻

で

滿

た

き

れ

て

居

な

い

と

<
い
ふ
理
、由
で
'
比
較
的
^'
.重
耍
性
が
小
さ
い
が
、

说

 

■:
,
の

地
域

に

就

い

て

は

、
，斯

ぺ

の

如

く

廣

大

な

面

積

を

持

つ

こ

と

は

重

要

な

意

義

；が
あ
る

-と
-t
o
心
ふ
o(

紙
五
節
參
照

)

朱
國
全
土
の
地
勢
'が
、
大 

;>

き
く
こ
れ
を
兑
る
'

と
：!

較
枘
單
純
'で
あ
る
と
同
時
に
、
各
地
域
内
の
地
靡
も
概
ね
單
純
で
あ
f

と
，

そ
の
.地
域
內
に
生
じ
て
居
る
統 

(

ゼ
に
重
旧
な
齡
係
七
持
つ
ご
と
-儀
か

で

、
ア
パ
レ
チ

ア

ザ

丨
ク
地
方
の
如
き
は
‘そ
の
例
外
を
な
す
も
の
で
あ
る0

こ
れ
に
對
レ
. 

,
て1

;

他
の
轫

々
で
.は
、
#

に
大
而
齧
に
5

て

樊

な

面

稂

の

焉
I

地
域
•羞
る
け
れ
と
も

-
そ
れ
が

>
 

5

的
I

I

に
存
在
し
て* 

盆

f

關
係
‘に
立
つ
と
ぃ
い
ふ
埸
合
は
な
い
。(

站

一，一)

ま
た
面
積
の
小
さ
<
地
形
ゎ
複
雜
な
_

は
バ
同
秘
類
の
'經
$
故
に
專

£
;化
.し 

.レ
パ

さ

し

地

域

め

各

地

に

分

散

す

る

。

一
連
，の

^

!

帶̂
をAj

れ
ば
、
そ
れ
が
相
歡
の
.面
«
で
あ
‘る
限
り
、
逆
に
多
.鑛

の

_

活
動
を 

，混
^
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。'
所

く

し

て

浓

國

め

，
如

き

分

布

の

派

態

は

v

他
の
•國

に

こ

れ

を

、見

I
,こ
と
水
集
な
い
。

パ

'

. 

m 

, 

,

i
闽
f

ー
補
而
1

の
、地
塽
3

'

|
ブ

' c
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.
米
國
經
濟
め
侧
而
|

そ
<?
\
地
故
的
檇
造
に
就
.ぃ
七…

§
 -

'麗

料

の」

九
•三
〇
■年
度

國

幣

調

査

.
加

ら

れ

が

警

普

ブ
 

お
$
が
、
秘
は
ま
だ
そ
れ
5?
見
て
乾
な
い
0 

,

•

,

Tr
i
パ
一
一
ユ
1
ィ
-ン
ダ
ラ
ン
ド
の
半
分
Z
紐
育
州
全
部
•
一一
 

ユ
ジ
ャ
ー
ジ 

州
半
分
•
ハ
ン
シ
ル
ヴ
ヱ

■=
;K

州
全
部
の
合

計

が

三
四
万
平
方
钎o

日

. 

，
■
本
は
約
4'
八
万
泮
方
符
。
：

、

...

.7
1
4
.
崔

勢

調

资

の

「

工

業

地

域

」

、三
.三

區

の

總

人
p>
は
四
四
、

一
一
六 

千
人
。
そ
の
ぅ
ち
こ
の
工
業
地
帶
内u

分
ず
す
る
一
S

M
の
人
口
は
合

:
:>:
'
:
:
f
1
l
■
裏

：典

詫

1
〇
キ
ャ
ン
>
,ス
州
而
稹
は
ニ
~
1千
芥
方
耗
0
' 

、

,
、
.’，
、

:■
'

六

ニ

- /(

2 ;
s

.

丨 

許

二

.
例
へ
ば
ァ
ル
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ナ
の
パ
ン
パ
は
約
六
五
万
平
方
味
、

,

•■
フ
ラ
、ジ
ル
の
.咖
#
と
棉
花
の
最
も
密
集
し
て
坐
座
さ
よ
る
サ
ン
パ
ク

ロ
-•リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

、ロ 

. K

ス
•ピ
リ
ト
•サ
ン
卜
•の
三
州
が
而
贽
は

約
三
五
万
年
方
料
で
ぁ
る
。
ぎ
い
乍
、、りK

ラ
ジ
ル
S

他
5

f

 

U 

,
們
化
し
た
地
域
が
:^
い
o
t-
た
ア
ル
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ナ
.で
は
、
パ
ン
•、
の 

,
西
S

ら
北
，へ
®
び
る
小
麥
地
帶
と
、
'*
S

t

玉
■

地
帶
と

が
 

ぁ
り
、
孰
れ
も
パ
ン
パ
ょ
I

'
か
に
小
さ
ぃ
か
柑
常
に
廣
ぃ
而
校
S

 

つ
。
然
し
こ
の
場
合
で
4
、'
これ等？
他には碧.

化■
地域は
 

.
'■:たい

.：:°

. 

■

る
!

^

最

I

l

f

る
と
い
.ふ
4

、
こ
れ
I

f

 

f

 

f

l

l

l

を
”
'ベ#

靜

疆

I

馨

獄

ほ

持

I

原

，
適
度
の
.

1

肥
I

f

持
I

I

.

ぐ

瞽

f

霜
^

^

ハ
|

べ
多
f

に
富
ん
太
|

的

條

件

に

對

じ

て

遺

的

■

醬

 

.

.

^

1

1

f

i

c

中
i

洲
の
如
き
、
蟲
的
條
件
の
多
様
牲
は
持
つ

'

が
、
そ
れ
が
湾
化
地
域
の
多
麓
と

I

い
4

ふ
、
。
，

M

 

一

一

化

I

I

積
の.

廣

素

、
：
他

6

辜

♦
昆

• 
丁
抹
i

 

.西
耳
_

'

I

の
t

紅

土

の

よ

く

開
f

れ
|

篇

' 
恐
f

高

ぃ

隹

2

s

i
域

. 

を

禮

藤

ら

う

。
，■

■

國
1

卜

そ

■

色
|

り
|

丨
國
土
の
廣
大
さ 

> 铱
ニ
に
は
餘
り
複
雜
で
な
.い
地
勢
、
第
三
に
緯
度
に
對
す
名
位
置
と
い
ふ
條
件
の
上
に
V-
米
國
の
經
濟
的
發
展
が
作
り 

.

ぁ
>
。，
,>
.

〕

れ
に
.對
ル
て
他
9
大
面
被
國
.は
;.
:
>へ
經
濟
；§
^

»'
も

後

か

て

.
房

少

ハ

 

.
例

へ

ぼ
 

濠
洲
に
は
大
き
な
砂
漠
が
あ
り
ノ(

詫
‘ニ D

ソ
聯
邦
に
は
廣
大
な
極
寒
地
が
あ
る
。

’ 

>'
、
：‘*
/

 

，

:
;幾
以

齒

:§
<5
'
-
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,

^

呼
ぷ
こ
と
が
/I
1

來
や
ぅ
。
 

V

. 

/

■

\ 

.

-
rhi
-
:
l
lテーラ

.：：̂

授
が
、
，ヶ
ッ
ベ
，
ン
氏
の
作
製
し
た
地
閫
1C
拖
い
て
、
 

各

，砂

漠

の

而

嵇
1
計
鉻
し
た
轱
來
に
從
ふ
と
次
の
如
く
で
ぁ
リ
、
同
一 

.織
準
か
ら
砂
漠
と
判
宛
さ
れ
る
而
稅
が
、
■略
々
國
ゼ
而
锁
の
§
し

<«/
\
米 

潦
の
間
で
非
常
に
ち
が
ふ
9
卽
ち
、
サ
ハ
ラ
六
、
，セ
三
四
平
方
籽
、
潦 

.

•洲
ニ
"
八

四
九

、

卜

ル
キ
ス
タ
ン 

<

新彊
： }

‘
ニ

、
三
三1

、

ァ
ラ
ビ
ァ
-

i 

> 
ニ
四
三
、
ア
ル
ジ
ェ
ン
■テ
ィ
ナ
‘ー
、'
o'
三
六
' 
コ
口
ラ
ド(
米
國〕 

五
一
、八
、
ゴ
ビ
四
六
，六
、
サ
ラ
ス
リ
>

(

南
阿
：
} 
二
三
三
、
タ
ー—

ル
.(
卬
.

渡)

一
さ

V
钓
利
一
九 
ニ
、
.で
あ
る
6 

s
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n
m
e
n
t

 a
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f
f
e
c
t

o
n 

Bfitish settlement, 

p. 

1
01

.〕

第
二
節
以
下こ

/'

ま
で
'の
記
述
は
*
そ
れ
が
餘
り
簡
單
で
vt
)
る
@ !
办
1̂
‘
米
國
經
濟
の
龙
域
的
分
業
が
極
め
で
徹
底
的
に
而
し
て
好
ま 

し
い
形
で
行
乜
れ
て
居
る
ハ
と
い
ふ
邳
象
を
或
は
與
へ
た
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
乍
ら
、
事
實
は
勿
論
さ
ぅ
で
な
い
-o
先
づ
第
一
に
、
各 

地
域
の
境
界
に
は
當
然
漸
移
地
帶
が
ぁ
ヴ
で
、
專
門
化
は
そ
れ
程
で
な
い
.。
第1

1に
各
地
域
に
は
必
中
或
る
程
度
の
地
元
向
の
_エ
業
例
へ
/

.'::

.
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. 、:

ば
印
刷
•
新

聞

.麓
氣

•
瓦
、斯
の
.

t
が
ぁ
'
 
或
は
近
郊
型
農
業
も
ぁ
つ
て
、

一
切
の
物
資
が
#
地
域
で
分
業
讷
に
生
產
さ
れ
る
と
い

〜 

> 

-

.ふ
の
で
は
な
，い
。
第
三
に
は
、
意
に
貧
農
が
自
給
自
足
的
生
活
を
し
て
居
る
。
例
へ
ば
ケ
ン
タ
キ
，*
テ
ネ
シ
ー
雨
州
の
山
地
に
は
最
も 

. 

. 

.

.

.

. 

,

• 

■ 

•
.

養

困

な

®;
民
が
居
.

謹

佳

に

：就

い

：

^
:殆

ど
*
*
自̂

嘗

m

CD
•生

街
_

芩

と
_

■.
•
'
'笫
四
に
：は
ノ
.こ
れ
等
^
山
地
の
.贫
農
'が
急
傾
斜
地
'に
農

耕

を

行

ふ

；
こ

、
と

に

.依
つ

.
て

疋

と
さ
れ
て
居
る
裎
で
ぁ
つ
.で
*
單.U

分
業
に
參
加
し
な
い
ば
か
り
で
な
く 

•分
*
の
發
達
を
阻
眢
し
て
居
る
'。
斯

か

應

は

必

t -
し
も 

.,
「

米
國
經
濟
乃)

侧
'而
^―

そ
の
地
域
袖
櫞
犛
に
就
い
て
、

~ 

’ 

' 

,

,
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三
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O

1
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.
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广
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起
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S
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ノ 

.き

、

方
にf

V

 
‘太

平

原

翁

そ

もt

。
ぎ

肌

水

他

方

で

は
r
;
瘐
# '
伐

蕃

地

で

'農

家

が
I

化

し「

ニ

廢

こ
'の
■地

方

の

奮
 

I

し

て

居

ち
 > 
一
办
等
は
才
ベ
：
て

ハ
.M
域

別

分

業I

篇

見

她

か
4

つ

て

,
"
決

し

て

キ

ま

し

い

難

で

行

ぼ

れ

て

f

と
ば
か
り 

嗽
！！

5
へ
'̂
ヤ

，
と

を

示

兮
4-
の
，
ヤ'4
)
る
，
？

(

^
1『

5

'

'•/
,

,
へ
.

’
>
' )
'
,
. 

■•
 

>■ 

, 

'
:

H

に
.

は
；*

束

北

部

及^:
m
部§

所f

が

多

ぐ‘、
蘧

滿

得

，
が

ゆ

い

ビ

.と
气
社
會
政
策
奶
見
地
が
ら
み
‘て
.
' 她
域
的
吩
業
が
好
ま 

ム

观

態

，で
行
は
空
居
飞
と
：は
か
り
云
へ
な
い
こ
と
某
し
ヤ
居
3

1北
戰

言

'生
產
力
の
-低
ヤ
爲
め
に
敗
れ
た
南
部
は
-
,現
在
で 

I
港

‘，
西
！

ベ
て
ニ
般
ギ
生
產
力
が
低
い
。
ハ
課
一

‘
.四〕■ 

:
 

• 

-

:

.
S

I
六
に
は
•
斯
か
る
不
鬣
や

I

•が
爲
め
に
？
困

奮

S

C
麓

が

當

ノ

#•
■
'
?

こ
の
地
域
的
分
業
も
或
る
I

不
安
' 

康

-&
繼

牧

弟

る

.>
-
£を
塗
思
，せ
ね
ば
な
ら
叹
。
p

f
五)

-
.

,

,

' ;
> 

..

し
li
e

,

一
-

資
淑
局
の
土
地
前
锴
赛
M

は

一
九
.三
>五
¥
に
獨
逾
の
：給
搌
、-
全 

國
-の
噥
樂
不
逾
地
に
*
る
遒
家
^
徵
四
瓦
四
千
芦
ザ
、
.そ
^
，良
弛
七
.五 

75
1
历H 

I
力
I(

約
西
千
万
町
步)

を
、
森
林
•、放
牧
地
，
或
は
行
樂 

JL
譽
に
轉
換
せ
し
め
^
こ
と
を
.希
望
七
.た
;0(

T
h
wtH
'g
'
d 

/plannings 

CJommitte, 

op, 

c
i
r
p

n

四

. 一

九
三
五
年
に
、
1Y
臌
統」

計
の
所
_

「

1

」

一
六
州
の
農
家 

戶
數
は
全
M

s
 \

0

割
、
€
家
人a

は
五
，•
三
削
、
販
墨
作
物
の 

收
入
は
三
•
三
制
で
あ
る
。(Agriqulturarstatistics,

、Z
9
300
-

s 

40.'

ょ
り
箅
'u
s〕

へ
ミ
ユー

ル
ダー

.ル
敫
授
は
、7~
1全
ァ
メ
リ
，ヵ
.農
饯
.の
- 

分
の
一
の
'^
*
が
、
仝
7[
1
場
に
あ
る
也
庞
.0
八
o
w
l
の
も
の
を
作
つ
て
ゐ 

る
こ
と
.
-に
な
：る.

0

の
こ
リ
の
三
分
の
ニ
の
者
の
中
で
5は
仝
く
考
へ
ら
N 

.
//>

ほ
と
に
^》

贫
民
*̂
^
沿
^
脅

ん

.
で
ゐ
る
.者

が

多

く

、
.
こ
i
fc
こ
.

. 

-
• 

I 

....

,

.
"I f
H

K

P

,

;
I I
?
:! !
;
;

は
、
こ
の
三
分
の
ゴ
は
南
部
地
方
の
他
ど
の
地
方
の
農
民
を
脂
す
0
か 

分
ら
な
い
。

，

• 

.

*

'■
•

,

.
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,Y
i
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五
パ
ン
シ
.ル
■ヴ
ヱ
エ
二
ア
大
舉
の
人
口
得
配
置
硏
究
W
は
、

ー\
 

ニ
〇
|

1

•九
三
〇
：

合

移

動

、

一
九
ニ
九
平
の
農
業
所
得
、J

九 

二
八
部
か
ら
二
九
屯
へ
か
け
て
！

活
沐
準
、
ケ
九
三
舉
か
ら
三
四 

, 

'
年
へ
か
け
て
の
公
的
な
救
濟
を
受
け
て
敁
る
若
の
歡
を
調
赍
し
て
'、
人 

rl
秤
配
蹂
の
必
要
を
認
め
、
觅
に
四
つ
の
虫
褪

 ̂

M
題
地
.域J.

を
.

選
.

'
定
し
て
、
移f

；

す

べ

文

ロ

敷

.
黑

地

泛

*:<ロ
收
辕
ヵ
等
を
砰
究

し
た
。
-そ
の
四
つ
は
、
，南
部
ア
レ
チ
ア
•
古
ぃ
'棉
花
地
帶•

北
^-
湖
水 

池
方
の
雜
林
代
採
亂
地
帶
'
;大
平
肢
で
ぁ
る
0
勿
論
、
n{
J
題
！

は
こ

.
'れ
だ
け
で
な
ぐ
、
こ
の
西
づ
は
與
な
る
塑
を
代
表
す
る
も
の
と
，し
て
選

.:
ン
' a

h
d
.
E
c
o
n

-omic opportunity
•
和hiladelphia, 

1936,

參
照〕 

ば
れ
た
の
で
あ
る
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斯

く

の

如

く

、

米

國

れ

の

地

域

的

分

業

は

、

典

じ

て

完

全

に

行

は

れ

て

居

る

ゎ

け

で

も

な

く

、

好

ま
'

>
い
：狀

態
.で
.行

は

.れ

て

届

る

と

诚

か

々

は

衮

へ

な

い

。

ま

た

そ

れ

は

絕

ぇ

中
»;

化

.1
,

て

行

く

。

然

し

乍

れ

等

は

む

し

ろ

當

然

の

」

-.
:

と

：.で
：あ

つ

て.'
':;>

ぞ

の

.爲

め

に

米

國

內

の
地
域
的
分
業
の
事
馊
が
否
定
さ
れ
る
程
度
0

^

%で
：ほ
^:
い
：0-:
:
'要
す
も
に
鮮
が
る
諸
事
實
匕
务
拘
ら
.ず
->
高
度
の
地
域
的
_

が
行
は
.

れ
て
居
る
•こ
と
は
否
定
さ
れ
ず
"
前
述
し
?:
三
特
色
も
決
し
て
單
な
る
謗
張
で
な
し
に
、
十
分
に
事
赞
ど
し
て
認
め
，ら
れ
る
程
度
ね
#
在

.

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

' 

:

す
-る
0

:

四
，
も
の
生
成
..の
^
因

：
：
、
。
.
.
'
、
：
？

：
：

^;
.

- -
.
' 

.
:米
國
經
濟
の
.極
め
：.て
特
色
あ
る
地
域
的
權
造
が
'
國
思
經
濟
に
と
つ
て
果
し
て
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
か
。
、〕

れ
は
興
味
あ
る
問
題
で
.
_
. 

あ
る
が
、
こ

、
で
は
先
づ
そ
れ
が
如
何
に
し
て
出
來
上
つ
^
か
を
考
へ
て
み
た
い
0
，蓋
し
こ
の
生
，
過
程
の
中
に
、
右
.の
問
題
に
對
す
る
. 

间
答
&
‘求
め
ら
れ
る
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
。

，

ン
：
：
：

-
.
:
:
:

と
こ
ろ
で
、
經
濟
蔽
動
の
地
理
的
分
布
•
地
理
的
定
着
の
現
象
に
就
い
て
は
、
フ
ォ
ン==

チ
ュ
ー
ネ
ン
の「

孤
立
國」

、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド 

==

ヴH 
}

 

工
業
立
地
の
研
究
、
そ
の
他
諸
家
の
硏
究
'が
あ
り
、
日
本
で
も
伊
藤
久
秋
敎
授C

地
域
の
經
濟
論
、

昭
和
十
五
屯
、

叢
文
開
讯〕

そ
の
他
多
，く
の
研
究
が
务
る
9
そ
れ
等
は
孰
れ
も
*
諸
秫
經
濟
活
動
^
夫
々
の
場
所
に
せ
し
め
る
要
因
に
就
い
て
理
論 

柳
に
考
究
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
•地
域
的
專
|
:化
の
問
題
も
勿
論
こ
れ
等
の
现
論
に
取
扱
は
れ
て
居
る
。
資
源
委
M -
舍
の
報
告
齊
も
明
か 

に
斯
が
る
现
論
を
恶
礎
に
し
.て
米

國

の

實

情

を

說

明

じ

て

唐

か

':
>(

マ
ッ
#

1
ア
ィ
敎
授
の
硏
究
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
上 

述
し
た
や
ぅ
な
米
國
經
濟
の
.地
域
的
_
锆
_の
特
色
を
說
明
す
る
'爲
劝
に
は
"
こ
れ
等
の
.理
論
尥
十
分
で
な
い
と
思
は
れ
る
。.一

つ
の
地
域 

,

、

,
米
阈
經
，濟
の.1

侧
Tf
i
l
-

―
-

そ
の
地
域
阢
權
造
fc
就
、い

て

.
-

、

：' 

<

、
；
ノ

：

六
，艽

Q
ハ
‘一
1
3



.

.
V

來
_
經
濟
のi

侧
而-^―

そo

地
域
.的
榄
造
に
就
い
て
\
 

• 

‘•
六
，六

、(

六
一 

<四〕

を
塔
！Z

化
さ
せ
る
要
因
，が
、
如
何
に
し
て
特
に
廣
い
土
地
，に

•ゎ
た
つ
て
働
く
場
合
と
然
ら
ざ
る
場
‘合
と
が
あ
る
の
か
と
い
ふ
こ
と
が
、
米 

_
の
前
述
の
如
^
特
色
を
生
成
妒
し
め
た
要
因
を
硏
究
す
る
場
合
に
問
題
と
な
る
f
恐
ら
く
こ
れ
は
、
經
齋
力
の
相
違
•
換
言
す
れ
ば
楚 

濟
的
發
展
の
水
準
：
の
相
違
か
ら
生
ず
る
と
一

K

へ
る
で
.あ
ら
、ス
然
し
乍
ら
そ
の
經
濟
的
水
準
の
高
度
化
が
、
如
何
な
る
關
係
に
冷
い
て
- 

ょ
り
廣
い
而
粮
の
地
域
的
專II

化
を
可
能
な
ら
し
め
る
か
と
一K

へ
ば
、
.そ
れ
は
要
ず
る
に
來
國
經
濟
の
特
辣
性
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
と 

考
へ
ら
れ
る
。
こ
'の
關
係
に
就
い
て
は
、
鮮
細
な
歷
史
的
硏
究
を
必
嬰
と
す
る
が
•
こ
>
で
は
唯
々
、
米
國
經
濟
の
特
殊
性
を
_
成
す
る 

諸
窜
實
の
t
ち
で
、
特
に
關
係
あ
る
側
面
を
取
出
し
て
、
こ
の
地
域
的
構
造
を
形
成
し
た
.主
耍
な
要
因
と
し
て
、
少
し
く
考
察
し
て
み
た

.’い
-と
思
.ふ
:0
.
.
.
/
、
'
. 

.

.

* 

... 

•
. 

r 

- 

\ 

.

.

. 

'

.
先
づ
遨
礎
的
條
件
と
し
て
*
米
國
の
自
然
的
條
件
を
擧
げ
ね
^
な
ら
ぬ
。
.第
！
に
は
,
阔
土
全
體
と
し
て
比
較
的
單
純
な
地
勢
を
持
つ 

こ
と
*
そ
れ
亿
從
つ
て
各
單
位
地
域
も
•
廣
い
：rs
l
稹
に
ゎ
?:
つ
て
S
然
的
條
件
の
統
一
姓
を
持
ち
得
る
こ
と
' 
第
二
に
は
.
こ
の
單
位
地

:
«•€
>
麵一

纏
 H

 

對
:-
:

1
/

.:'

1
葡

土

杂
■

- ^
':
:

1,
^

は
氣
凝

.

：-

進
. *

'

等
货
於
知
贫
邊

«

#

^ :

甯̂

b
め
る
廣
大
な
陛
地
の
曠
が
々
を
持
つ
こ
と
，
第
四
に
は
、
こ
れ
等
の
條
件
の
上
に
經
濟
が
發
展
し
得
る
爲
め
に
必
要
な
諸
條
件
：'
f
 

農
業
に
適
し
た
氣
候
•
地

形

，
土

駿

、

エ
業
に
缺
く
、こ

と

の

出

來

ぬ

鑛

產

原

料

-
全

士

、の
交
通
を
比
較
的
ぎ

易

な

ら

し

め

る

平

野

•河
川
. 

.大
湖
水
を
含
む
地
勢
な
ど
を
十
分
に
持
つ
こ
と
を
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
，こ
れ
等
に
就
い
て
詳
述
す
'る
こ
と
は
省
べ
が
、
•こ
、
に
關
係
の
あ 

る
戡
本
的
事
實
Bi
J
to
.
生
耍
農
作
物
の
分
布
が
如
何
に
各
地
方
の
自
，然
的
條
件
に
適
應
し
た
勝
を
と
つ
て
居
る
か
の
記
述
は
、
經
濟
地
理 

«
を
開
げ
ば
至
る
と
こ
ろ
に
兑
出
さ
れ
る
？
こ
れ
等
の
記
述
は
地
域
的
襁
造
を
說
明
し
て
は
吳
れ
な
い
け
れ
ど
も
"
個
々
の
主
要
農
作
物 

が
適
地
に
栽
齋
さ
れ
て
居
4
こ
と
は

十

分

明

か

に

し

て

居

，る
。

.

と
、こ
ろ
で
こ
れ
等
の
甚
礎
的
f

の
'上
に
、
來
國
經
濟
の
地
域
的
#
逝
が
持
つ
特
色
を
生
成
せ
レ
め
だ
要
因
は
何
^
あ
ら
う
か
。
次
に

,
'.:
,ぞ
.め
最
&:
虫
要
贫
る
も
0
と
考
へ
ら
れ
る
四
つ
の
要
囚
を
擧
げ
て
み
ょ
ぅ
ひ
. 

. 

ァ
:'

r
#

義

贫

經

響

獻

の

：_

榧

戚

，
.—

_
屬
藤
濟
的
纖
展
_

ハ
ば
發
達
_

逢

ね

を

(;
-

.

_

)

と
の
中
.に
.
. 

主
要
な
要
因
の
一
、
つ
が
見
出
さ
れ
る
^

m心
ふ
0
.最
刺
、
‘東
部
に
英
阈
系
統
の
植
民
地
が
確
立
さ
れ
ぐ
次
第
に
、西
方
入
開
發
、が
進
む
に
從
つ 

て
、
先
づ
東
部
地
方
於
中
樞
と
な
つ
た
。
然
し
乍
ら
同
じ
東
部
地
令
で
も
*
腐
部
舣
農
業
地
帶
と
し
て
停
滞
し
た
に
反
し
て
北
部
が
工
業 

.,
的

_

展
_
期
ら
鳥
_

|
汾
刺
嚴
の
毂
漏
聽
獲
取
術
は

■

獄
浪
次
第

^

と
し
た
？
斯
く
し
て
、
o
中
樞
は
、
大
體
に
於
い
て
ボ
ス
t
ン
か
.ら
紐
育
• ̂

0

に
至
る
間
の
地
域
を
占
め
た
の
で
あ
、る
が
、
そ
の
後
西

’ 

-
• 

, 

. 

, 

. 

. 

■ 

• 

. 

.. 

'

パ.
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'
•
»•
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:
-
.
:
■■
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•
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-

,•
'
.
.
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. 

■ 

■ 

• 

r 

- 

- 

i 

-

部
へ
摘
大
さ
れ
*
，現
花
で
は
、
■恐
•ら
;<
シ
カ
ゴ
以
東
の
工
業
地
帶
の
大
^k

が
■そ
れ
に
相
當
す
る
と
^
へ
ら
れ
る
。
蓋
し
全
國
の
經
濟
が 

地
域
'的
に
膨
脹
し
#
的
に
增
大
U
た
の
に
對
し
て
中
&
の
機
能
を
來
す
に
，は
、
こ
の
地
域
も
ま
た
膨
脹
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
|:
咎
で
あ 

る
。(

跳H
O

こ
の
中
樞
地
域
は
、
M
大
な
人
口
と
商
工
業
と
を
背
景
と
す
る
購I

ル
カ
が
全
國
の
坐
齑
を
支
配
し
、
そ
の
資
本
と
工
業
と 

が
鐵
道
•
尚
働
車
等
の
輸
送
手
段
を
與
へ
、
農
業
に
機
械
を
供
給
し
鑛
山
を
r/
y
發
％

，、或
は
そ
れ
等
に
金
融
を
行
ふ
等
、
全
國
經
濟
の
中 

樞
た
る
機
能
を
艰
し
て
居
る
。
勿
論
.
こ
の
地
帶
の
經
濟
力
は
、
國
外
市
場
と
共
に
國
內
の
大
市
場
に
ょ
丨
つ
て
涵
養
さ
れ
?:
の
で
あ
る
か 

ら
、
こ
の
地
帶
と
他
CD
*
全
地
域
の
發
達
と
の
關
係
は
相
互
的
で
は
：あ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
中
樞
の
統
一
的
作
用
は
杏
定
出
來
な
い
。

，

’
經
濟
的
な
中
樞
が
斯
か
る
地
理
的
な
形
態
を
と
つ
て
、居
る
こ
と
は
"
全

國

の

地

域

的

分

業

の

形

態

に

蜇

耍

な

關

係

が

あ

る

。
商

業

.,
エ 

業

*
金
徹
の
諸
活
動
が
集
中
し
て
懲
こ
の
エ
業
地
帶
が
發
達
し
た
原
因
は
、
マ
ッ
力
i
ア
ィ
敎
授
が
工
業
.立
地
論
的
に
詳
述
し
て
f
 

が
、
こ
、
に
そ
れ
，

i-

紹
介
す
る
必
要
は
な
い
。
唯
々
こ
の
中
樞
地
域
の
形
態
ど
他
の
地
域
と
の
關
係
が
こ
>
で
の
問
題
で
あ
る
。
卽
ち
全 

國
各
地
威
の
分
布
i

は
、
と
の
中
樞
地
域
を
中
心
と
.1
;

て
合
理
的
な
配
置
を
大
規
模
に
'作
り
出
し
て
、居
る
と
考
へ
ら
’れ
る
こ
と
で
あ

•
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.
.
.
-
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.

ど.
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.

.

.

.

. • 
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•. 

\ 

. 

•

る
0
,そ
れ
■は
、
第
.ゴ
ー
節
.に
記
述
し
た
こ
.ど
で
あ
る
が
.
>食

料•

拟
料
物
資
の
.生
產

她

.
加

工

地
•
消
^
地
の
‘分
布
狀
態
に
も

現

れ

て
居 

•
ン

.
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米
國
經
濟
の• 

S

®
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そ
の
地
域
的
樯
造
ル
就
-い
パ' 

、
-'
•.. 

/ 

•

'/
M

ハ
八
.C

六
一
六)

- 

り
、
H
に
鐵
道
に
ょ
る
貨
物
輸
遂
の
流
-れ
に

&
見
ら
れ
る
。
卽
ち
遠
'距
離
貨
物
-#
遠
の
流
れ
に
は
、> こ
の
地
帶
へ
全
阈
か
ら
集
ま
る
物 

資•
こ
の
-地
帶
か
ら
全
國
へ
出
る
物
資
が
最
も
多
い
こ
と
が
現
、れ
て
居
る
。CNatio

-gn Resources

0
。
日

ョ̂

^
^
C
P
,

s.
r

で
,？
g
o)
丨gg. 

參
照)
若
し
も
こ
の
>中
樞
地
滯
が
斯
く
の
如
く
一
個
所
に
集
結
せ
中
に
"
數
個
所
に
.分
散

し

て

居
；！

な
ら
ば
如
何
で
あ
ら
う
か

0
こ
れ
は 

難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、

T
M單
純
な
考
へ
方
を
す
れ
ば
、
全
國
土
の
地
域
的
*
造
は
複
雑
と
な
ら
•さ
る
を
得
な
い
か
ら
、
恐
ら
く
そ
の
. 

爲
め
に
浩
干
の
不
經
濟
が
坐
じ
る
こ
と
と
、

一
つ
の
大
き
な
エ
業
地
帶
の
代
り
に
ニ
0
以
上
.の
此
較
的
小
さ
な
エ
業
地
帶
を
持
つ
爲
め
、 

大
規
模
生
產
の
利
益
の
失
は
れ
る
.も
.■の

が
、あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
要
す
る
に
ど
の
工
業
地
帶
が
强
カ
な
中
樞
と
し
.て
成
立 

し
て
语
各
こ
と
は
、
全
國
土
の
地
域
的
樯
造
を
支
配
し
て
居
A
の
で
あ
つ
て
、

一
つ
に
.は
分
布
形
態
、と
の
直
接
の
關
係
に
於
い
て
-
ニ
つ 

に
は
斯
か
る
大
規
模
な
地
緣
的
權
逍
を
可
能
な
ら
し
め
る
生
產
力
の
發
源
地
で
あ
.石
1
い
ふ
間
接
の
關
係
に
於
い
て
-
支
配
し
て
吾
る0. 

殊
に
米
國
のH

業
が■國
內
TI
T
'場
と
外
國
資

本t-
に
依
存
し
て
發
達
し
た
，〕

と
を
思
へ
ば
、
工
業
地
帶
と
他
の
地
域
と
の
間
に
斯
か
る
緊
密 

な
關
係
の
务
る
こ
と
は
明
か
で
’あ
ら
う
。
 

'

能H

ハ
こ
のH

樂
地
帶
ょ
リ
は
多
少
廣
く
な
る
'か
、
ニ
ユ
ー
ィ
ン
グ
ラ 

'斯
か
る
郡
0
1〇
〇〕

の
質
錄
勞
働
卷
總
數
に
對
し
て
、1

八
九
九
卬
に 

ン
ド
•
中
部
大
西
洋
•
東
北
中
央
區
の
三
地
區
一
四
他
内
に
あ
る
工
業
八
六
丄
ハ
％
、
一
九
ニ
九
华
に
八
一
テ
〇
％
、
■-
:
九
三
五
年
に
八
ニ 

, 

'
の
發
建
し
た
郡(

阙
勢
調
畓
の「

工
業
地
域j

に
厲
す
る
鄱
の
r他
に
、

で
あ
つ
た

。(
National 
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op. 

c
i
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H

業
の
發
達
し
た
郡
を
加
へ
た
も
，の〕

Q

货
錄
勞
俲
者
數
は
"
全

國

の

P. 

5

7

0

,

 

、

(

第1

1
.の
要
姻
と
0:
.
;て
.：は
;-
'
1感

猶

薦

(0
.發
達
が
擧
げ 

服
P
T遠
隔
の
*
龙
を
相
芄
は
縊
び
着
げ
："
蚤
國
：土
女
組
織
的
な
.土
猶
ど
し
だ
^
ど
は
特
筆
さ
ぢ
べ
き
セ
务
^

べ
水
路
が
國
杓
奥
地
に
廣 

く
分
布
する

- ；HI

然
的
條
件
は
先
づ
第
ー
に
利
用
さ
れ
、
ィ
リ
ー
そ
の
他
の
運
河
が
作
ら
れ
た
。
次
に
鐵
道
が
現
れ
、
更
に
今
世
紀
に
入
つ 

て
自
動
車
が
現
れ
た
。
元
來
、
ー
阈
の
經
濟
的
發
展
と
交
通
機
關
の
發
達
と
は
、
當
然
に
相
伴
ふ
も
の
で
あ
る
。
然
し
米
國
の
場
合
に
は
、

待
に
^
大
な
從
狐
を
演
じ
て
居
る
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
"
他
の
大
而
枝
國
に
比
較
し
て
來
國
.の
鐵
道
網
が
著
し
•く
發
達
し
て
居
る
こ
と 

か
ら
推
し
て
明
か
で
あ
ら
、っ
。(

独
.一
七)

ま
た
自
働
車
の
普
及
度
が
著
し
く
高
い
こ
と
.は
、
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
而
し
て
鐵
道
と
自
働 

堪
ど
%
ロ
|§
.發
：と
が
競
爭
0;
:
乍
^.
:
.も
併
立
^

»
ば

て

展

务J.

と
：ば 

>
:そ
0

#
實

龙

消

遂

，
ニ

: ^
|

^
大
猶
镇
國
の
：距
離
克
服
に
價
値
あ
る
. 

仕
^
を
し
て
，居
る
こ
と
を
考
へ
さ
せ
る
.
0 (

Ir
t1

八〕

贾
に
米
國
の
鐵
道
史
に
於
い
て
一
八
九
〇
年
ま
で
に
全
國
の
緊
£.
的
論
要
を
一 

應

充

足

る

程

度

に

齊

及

し

終

つ

た

こ

と

.
卽
ち
來
國
が
m
在
の
發
展
を
見
る
半
世
紀
■も
前
に
そ
の
4 r
度
の
齊
及
を
身
?:
こ

と

は
如 

何
に
鐵
道
が
米
國
の
發
展
に
貢
献
し
?:
か
を
窺
は
せ
る
。(

註
一
纨〕 

.

*
’註
一
七
大
面
猜
國
の
酊
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一
 

0
〇
平
方
籽
常6

鐵
道
營
槳
粑
數
は
次
の 

通
り
で
あ
る
o
米
國
四
•
九
籽
、
印
度 
一
•
五
、
ァ
、
ル
デ
ュ
ン
デ
ィ
ナ 

.

1

•
四
、
ヵ
ナ
ダ
〇

•
七
、
滚
洲
〇

•
ハ
、
ソ
聯
〇

•
四
、
ブ
ラ
ジ
ル

'
巧'.::
〇

，
寒

屮
_
0
>
1へザ
0

:

_

一:
:

V

 

ち
'
1
^
¥九^

の
‘如
<,
,澈

度

：
の
_義

陴
地
も
當
然
に
持
-つ
大
而
猜
陂
と
し
て
、
戰
前

の

日

本

，

(

.六

•

三0

と 

大
恙
な
い
^

數
を
#

つ
て
と
は
、
.it

際
に
は
，非
常
な
雒
度
を
物
語
る
も

'.
:

:'
'
'
^;
.せ
友

る 

ors
-

翁

裏

顧

昭
利
十
八
年
、
廣

.^
{1
1
版
.社
刊
、
ニ」

1
五
页
參
照)

評

一
八
他
國
と
比
較
し
て
特
に
斯
か
る
高
い
密
度
を
持
ち
、
し
か
も
自 

働
难
'を
も
非
常
(V
多
く
持
つ
と
と
は
、
米
國
民
に
と
つ
て
、

諸
_
戮
用 

の
ぅ
ち
輸
送
费
が
邛
較
的
に
靡
い
の
で
は
な
、い
か
と
推
測
さ
せ
る
。
コ 

1
=
1

ン
•
ク
ラ
ー
ク
氏
の
HI
-
錄
に
ょ
る
'と
、
米
_
の
.鐵
歡
述
货
は
他
國 

に
比
レ
-て
非
常
に
廉
‘い
0

1
、
〇
〇
0
噸
钎
當
リ
の
粆
儉
を
比
較
す
3 

.

.

.

站
三
の
#
因
は
、
M
d:
が
新
し
い
土
地
と
し
て
開
發
さ
れ
' 
し
か
も
そ
Q
fr
'
し
い
土
地
が
•
國
カ
の
增
大
.に
從
つ
.て
增
次
し
て
行
つ
?:

、
， 

' 

. 

- 

* パ
"
-
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*
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•
•
•
米
國
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濟
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そ
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檣

造
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-
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九
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六

{
七)

と
、
：獨
逸
を
一
，〇
〇
と
す
れ
ば
、米

！
：

は
ニ
四
、
ス
ゥ
H

1デ
ン
六
四
、
 

デ
ン
マ
ー
ク
七
四

>.
滾
洲
八
一
、フ
ラ
ン
ス
一
〇
九
、

A
l
:
t

義

i
1

五
、
 

一-
'英
國

‘

1

ニP
、

ユ

ー

ジ

ー

ラ

ン

M

 

ニ
七
、
供
太
利
一
五
八
、
で
あ 

'■■
■.る
'。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
總
收
人
中
の
利
子
•
利
調
の
割
令
は
か
な
リ 

ム
多
.い
。

(

經
濟
的
進
步
の
諸
條
件
、
公
融&

論
硏
究
會
靜
、
昭
和
二
十 

'.
,¥ ,
、
，
日

本

評

論

社

刊
、n

一
八
〇
丨
ニ
贾)

離i

九

1

八
九
0

¥
ま

で

，の

一

〇

雒

問

に"一
1

三
合
籽
が
妞
設
さ
れ 

- 

'た
。
同
年
ま
で
軒
數
W
針
は
ニ
六
ニ
千
籽
、
そ
の
後
1
九
ニ
〇
.碎
ま
で 

1C
四
a
七
千
軒
と
な
つ
た
-が
、
そ
の
後
は
却
つ
て
，減
少
し
て
^
る
。
"取 

ゾ
'初
の
姐
設
は1

八
ニ
〇
卬
代
末
期
に
始
ま
つ
、だ
，の
だ
か
ら
、
六
〇
/*
ヰ
余 

■.
リ
の
間
に
、
鐵
逍
耦
を1

應
究
成
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
o E

.
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米
^
經
濟
の1

侧
而——

弋
の
.她
域
的
僻
#
'5
政
い
て
,

\
-

、

 

•

-.
’
七

〇

(

六一

\
ノ 

こ

と

で

は

な

い

，
か

と

思

ふ

、。

」

、
八
0,
三

年

に-ル
ィ
デ
ア
.ナ
買
收
に
ょ
0
‘
1そ
-れ
ま
.で
の
國
土
と
略
々
同
じ
面
積)

が
^
!加
し
、

一
八
一
八
年 

に
は
フQ

ッ
グ
•を
：

p

 (

、

一
 

八
四
五
年
に
は
テ
キ
ナ
ス
を
、
翌
年
に
は
オ
レ
ゴ
'ン
を
t
更
に
一
四
八
年
に
は
キ
ャ
”

フ
ォ
ー

二
ア

•
ア
.リ
ゾ

•
、慮
货

■

養
域
*

_
 外
^
^

加
と
經
濟
.
發
展
を
遂
げ
た
土
地
だ
と
.ず
れ
ば
»
必
す
幾
つ
か
の
經
濟
的
中
心
地
が
出
來
、
.そ
に
に
諸
種
の
龜
業
が
分
布
し
て
ノ
結
局
* 

.
 

現
在
の
や
、っ
な
佥
國
土
が
一
つ
の
組
織
為
び
着
け
ら
れ
て
,̂
る
册
態
で
な
く
'
幾
つ
か
の
組
織
が
成
立
し
て
居
た
か
も
細
れ
な
い
。
然

.靡
1

0的
と
し
て
開
發
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
；尤
4
極
め
て
初
期
の
少
數
の
開
拓
者
は
必
中
し
も
さ
ぅ
で
な
か
つ
,?
:
が
、
そ
れ
か
ら
後
の
多

ニ
'〇〕

、

，

.

'

*■
.
,
' 

-
 

.

、

もI

つ
こ
れ
に
關
矬
し
て
®
要
なこ

；？J
は
、
地
桢
的
專
門
化
を
來
た
し
た
主
要
な
脱
囚
が
經
濟
的
競
爭
に
あ
り
、
廣
大
な
新
し
い
土
地
. 

.を

.自
^
に
得
^
れ
^
爲
め
.に
.
.
,
こ
.の
.胤
域
間
の
.經
濟
的
競
爭
が
.十
分
.に
.行
は
れ
|:
と
い
ふ
.こ
と
_.'
で
あ
'?
)。
-換
言
す
れ
ば
、
.地
域
的
¥
門
.^ : 

が
最
も
低
廉
な
費
用
を
意
味
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
を0
卽
ち
ー
般
に
齋
し
い
土
地
は
、
最
初
粗
放
的
に
耕
作
さ
れ
、
A '
ロ
增
加
す
る
に 

從
つ
て
2
^
©§
な
軿
作
に
移
る
が
、
そ
の
間
に
他
の
薪
わ
い
土
地
の
粗
放
的
耕
作
が
始
ま
つ
て
居
'
 
そ
の
競
爭
に
負
け
る
こ
と
に
な 

る
。(

5

5
而
し
て
同
棣
な
關
係
は
他
の
產
業
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
農
業
の
場
合
、

に
'-

新
し
，い
土
驰
が
自
山
に
得
ら
れ
た
の
と
同 

様
に
、
工
業
の
場
合
に
は
、
內
陸
人
口
の
増
大
と
共
に
、

Ha '
を
；̂
立
^
せ
る
新
し
い
地
盤
が|

誉
に
供
給
さ
れ
?:
の
で
あ
る
。
斯
く
し
- 

て
製
鐵
業
の
西
漸
、
 

讓
の
南
部
へ
の
移
動
は
そ
の
最
も
顯
著
な
例
で
t

o
 (
許
ニ
ニ

〕

徵
道
建
設
が
短
い
年
，月
の
間
に
急
速
に
進
め

，
 ̂

れ
た
こ
と
も
ま
た
、
斯
か
る
競
爭
ぶ
十
分
に
行
は
办
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
ー
ホ
へ
る
。C

前
揭
站一

丸
參
照
：

}

®

l
o:
:
:'
;
.
^
©
^
s
^
#
^
2
#

、：#

^

^

0

_

^

荞
も
あ
つ
た
が
，，
そ
の
顷
で
す
ら
旣
に
商
品
生
糜
に
從
琪
し
て
敁
た
。
 

卽
ち
彼
等
は
V
生
畜(

牛

*
豚

*
苹)

を
連
れ
て
市
場
ま
で
出
か
け
た 

の
で
あ
る
。
そ
し
て
運
河
.
銳
逍
が
開
通
し
て
か
ら
穀
物
を
供
給
し
始 

め
た 
0..
 

.

(
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-

a
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c
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o
m
i
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N
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1924. 

pp. 

2
2
9
-
3
5

評
ニ
.
•

.例
へ
へ
は
.
™ユ
ー
ィ
ン
.
.グ
.ラ
：
ン
.ド
の
0
業
は
、：.
1
.九
世
記
初
期
：ま
.、
 

で
自
給
自
甩
で
あ
っ
た
の
が
、
工
業
の
勃
與
と
共
に
极
槊
類
•
.羊
毛
. 

肉
平
肥
育
等
に
‘琢
門
化
し
た
。
然
る
に
間
も
な
く
西
部
か
ら
の
羊
毛
’ 

斗
肉
.
豚
肉S

競
爭
に
僉
ひ
、
砰
び
轉
換
し
て
酪
農
業
‘に
:#
門

化

す

る 

.

1C
库
っ
た
。
同
様
に
小
霧
栽
胗
の
中
心
地
も
漸
次
西
へ
移
っ
，た
。1

八 

六
0-
邮
に
は
小
黎
.の
大
部
分
が
‘ミ
，シ
シ
ッ
ピ
河
の
衆
で
也
，產
さ
れ
介 

.-
■
^
:'\
.
^
八
ー
九
〇
蜋
ゅ
.は
_
獬

以

西.の
#
州
^

—夫

ゼ
^

る
。(Ibid‘ ，

pp. 

232—
3, 

4
4
8
-
9
.

,參
照〕

.

,

ぼ

ニ

ニ

一
 

九
世
紀
般
初Q

六
0
苹
間
は
、
製
鐵
槩
中
心
地
が
奴
府
地
區 

に
あ
っ
た
。
然
し
シ
'ュ
ピ
ア
リ
ア
湖
の
鐵
鑛
と
ぺ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
一
一
ア
炭

坑
.̂
山
元
で
..作
る
.骸
炭
.を
.使
..ふ.や
ぅ
に
^

^
て
か
.ら
、
.ア
'
リ
ゲ
一
一
.丨-n 

地
を
越
え
た
地
方
が
，有
利
に
な
リ
、

一
八
九
0
邮
ま
で
>に
^

ピ
ッ
ッ
バ 

丨
！̂'
!l
-

f
ン
ダ
'

^
>>
:
ン
.地
露
が
.虫
位
を
占
め
备
.に
.至
：つ
；た

-°
と
の
地 

區
の
主
位
は
そ
の
後
動
か
な
い
が
，，
一
八
九
0
苹
以
後
V
Mに
シ
や
ゴ
， 

ク
リ
ヴ

ラ
ン
'ド

•
デ
ィ
、
ト
ロ
•イ
ト
-等
の
'四
方

中

、心

地

が
發

達

し

た

、。
紳 

業
の
揚
合
で
も
、
南
部
に
起
こ
つ
た
綿
業
地
方
は
'、
，

「

九
三：三

弗
ま
.で 

E

tn
J
級
品
に
，•就
い
て
も
大
部
分
を
/.
1
-淹
す
_'る
に
至
つ
た
。
.
-
v
cb
ll
k
、
農
 

業
機
械
製
造
業
が
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
か
ら
シ
ン
シ
ナ
ー
テ
ィ
へ
、
51

に
イ
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リ
ノ
イ
へ
移
ゲ
た
こ
と
、
衆
部
の
部
靴
業
屮
心
地
の
他
に
新
し
い
中 

地
'が
.、
セ
■
ン
：卜
.ル
.イ
..ス

シ
-
カ

ゴ
•

、、、'
ル
ウ
，ォ
-
I.キ
.，ト
.に
出
來
た
■こ
.と
、
.. 

等
が
著
じ
い
'
.例
で
あ
る o
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こ
れ
等
b

1
:移
敏
菸
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^
で
^
藤
费
の
：ょ

->
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-低
い
土
地
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向
：
つ

て
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と
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は
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動
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異
常
な
發
瑋
も

"

-，
し
の
特
殊 

:

性
を
構
成
す
る
盥
要
な
要
索
で
あ
る
が
、
交
通
機
關

一
般
の
發
逹
が
特
に
莶
本
的
耍
因
と
考
へ
ら
れ
る

の
、で
、V

れ
等
を
第
二
の
要
因
と 

い
'1
/

て.

前
.

に.

揭
げ
た
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-
.

れ
等
の
他
に
、
米
國
經
濟
の
發
展
ゆ
特
殊
性
を
構
成
す
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耍
素
と
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て
、
食
料
加
工
方
法
•
食
料
及
び
鑛
物
輸
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:■
:

方
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々
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節
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械
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も
米
國
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濟
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於
け
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諶
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あ
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•
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。
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I

I

し
た
。
“

1

 

地

I

I

的
f

 

|

行
は
れ
，

|

雪
經
濟
的

i

l

l

係
M

l

 

J
、
i
. 

. 

_
-
-
r 

.

丨
f

る
ソ
規
桟
な
地
域
的
锵
造
が

.%
來
上
.つ
た
の
で
ぁ
る
。

大

糧

生

產

：£

つ
の
基
本
的
侧
而
は
‘ 

M

 

M

ぃ

而

し

て

比

較

的

技

能

の

低

ぃ

暑

.

1

1

織
し
て 

一
a

i

i

i

l

p

^

較
忠
少
ぃ

f

民

が

を
f

 

l

l

M

f

s

f

、

.

f
 

l

l

,

l

霞

で

t

。

®

IT 

四

)

： 

: 

-

社

ニ

三

〗

八
八
〇
1

、
シ
ヵ
ゴ
に
家
畜
の
居
殺
及
び
食
肉
の
調
製
を 

大

規

校

に

行

ふ

，經

營

が

現

れ

た

。

こ

れ

は

從

來

、

地
.
元

市

場

し

か
對
象 

,

と
し
得
な
か
つ
た
こ
の
蓮
を
、
自
己
所
有
の
冷
藏
货
雄
を
用
.ひ
て
遠 

隔
必
大
tr
j
揚
へ
鞀
び
涪
け
.た

.°
製
扮
樂
で
も
や
ば
リ
こ
の
顷
に
^
し
い 

技
衛
に
ょ
つ
て
、
集
が
大
規
模
化
し
た
。
§
か
躲
粉
中
心
が
西
漸
し 

て
一
八
七
〇
¥
に
ミ-j

ア
ポ
リ
ス
に
も
幾
つ
か
の
製
粉
所
が
出
來
た 

^

そ
れ
か
ら
問
も
な
く
闾
す
に
於
い
て
、
•毅
の
締
別
純
化
機
が
错
' 

3
れ
、
續
い
て
©-
俲
ロ
ー
ル
製
粉
機
が
使
用
さ
れ
る
ド
至
つ
た

0
こ
の 

鐵
製
ロ
ル
丨
に
依
？

、
こ0

地
方
の
硬
粒
-/
]
'麥

が

始

め

て

完

全

に

彼

.； 

W

さ

れ

"

そ

の

技

爲

め

に

こ

の

種

類

が

栽

培

さ

れ

る
大
平
职
の
小
麥
也 

帶
の
開
發
を
促
し
た
こ
と
S

大
な
银
件
で
ぁ
つ
た
&
だ
が
、
と
ご
4 

こ
れ
に
依
つ
て
决
座
が
大
規
樹
化
し
、
同
市Q

生

廳

は

、}

八
七
六

屯
に
一
日
ニ
四
5
 ~

ぶ

、一

八
八
〇
含
五
七
八
パ

-
レ
ル
、
-九 

0
年
に
は
一
八
三
七
パ
ー
レ
ル
と
急
^
し
た
。

,

C
.©
^
粉
技

.^
の
#
步
'は
歐
洲

.か
ら
齋

.さ
れ
た
も

.の
'
_で
.ぁ
_っ
.た
.が
.
、
.

小
麥
ぇ
の
他
の
穀
物
に
：_
す
る
.：

H

レ
ヴ
ェ
I
タ
式
象
4C
は
米
國
:c
發
喂 

し
た
も
の
で
あ
る
0
ェ
レ
.ヴ
、チ
ー
ル
は
單
に
倉
旗p

な
く
、
農
家
か
ら 

.

.穀
物
：め
:^
養

'
r

«

v發
遂
と
：共
に
、
ゆ
に
は
多
少
の
加
工
を
行
ふ
も■

: 

o

も
あ
り
、
：史
に
そ
の
過
半
が
農
家
.に
.對

し

て
-#
貨

の

小

貧

を

兼

營

す 

る
。
技
術
的
に
は
、
こ
や
にk

つ
T-
殼
類
を
袋
.
人

れ

ず

.に

取

扱

ふ

點 

が
特
に
m
翦
で
あ
る
。.卽
：ち
こ
れ
.1C
ょ
：つ
て
^
麥
は
か
^
左
く
权
揚
.、
 

提
供
さ
れ
る
の
.で
あ
る
。
そ
の
反
而
に
於
い
て
期
か
る
施
設
は
相
常
に 

多
楚
の
鹿
地
で
な
ホ
れ
ば
行
は
れ
聪
ぬ
と
と
は
沄
ふ
ま
で
も
な
い
。
穀 

類
の
大
集
散

地
に
あ
る
も
の
を
!̂
'
い
て
、
こ
れ
等
エ
レ
ヴ
エ—

タ
の
•卜 

均
收
待
能
力
は
約
四
万
バ
ー
レ
ル

、‘
一
¥
の
取
极
高
は 

一
0
万
以
下
の 

も
の
か
ら一

〇
0
万
バ
ー
レ
ル
以
上
の
も
の
ま
で
あ
リ
、
平
均
は
約
ニ 

五
万
バ
丨
レ
ル
で
あ
，る
。

5

こ
一
•
五
万
バ
丨
レ
ル
以
下
で
は
利
潤 

が

生
じ
々
い
上1K'

は
れ
る
0 

8
 

E
 

F. M
a
r
t
i
n

‘T
h
m 

.
 Agricultor^. Industries. 

N
e
w

 .York, 1939., pp. 9a- 

l'-
o
o
, 

225-8
ノ
：2
4
3
'

參
J

轔

變

就

：ぃ
，て
4
冷
歳
貨
〒
冷
藏
自
働

艰
等
の
使
川
が
迅
锻
な
役
剡
を
浈
じ
た
こ
と
は
iJS
:
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ 

め
他
、
，カ
觉
货
物
の
能
串
的
な
収
极
に
就
い
て
特
邠
の
發
達
が
ぁ
る
。 

例
へ
ば
、
シ
ユ
。ヒ
ァ
リ
ァ
湖
地
方
の
‘鍅
鑛
石
は
、
瑶
JI
1

0
货
物
船
ー
狴 

にj

掷
噸
を
一
時
問
で
祯
込
み
、
到
谙
港
で
は
そ
れ
を
五
時
11
1
1で
お
ろ 

す
ど
^
ふ
。
r
pFV

J
O
n
e
s
,

 

E
c
o
n
p
m
i

'r
tG

e
o
g
r
a
p
h
y
.

 

N
.

 

Y., 

1935. p. 

s

註
ニ
四
例
へ
ば
自
働
琪
エ
樂
は
、i

九I

〇
苹
か
ら
ニ
九
1.九
年
に
茧 

-る
發
M
期
に
、
：丄
作
機
槭
を
扱
ふ
激
棟
：丄
の
不
足
に
惱
み
、
遂
に
熟
練 

勞
働
を
不
驳
と
す
る
作
業
方
法
を
案
出
し
たo

こ
れ
.は
他
の
ェ
滎
に
も

臌
川
さ
れ
、
熟
練
エ
の
供
铪
が
不
足
す
る
新
し
ぃ
土
地
に
エ
梁
が
勃
與 

し
た
。
斯
か
る
秫
類
の
エ
業
に
賜
す
る
も
の
に
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
及
び 

.

.ミ

.ル
ゥ
ネ
キ
丨
■
の

^
靴
業
、
ff
i
莉
の
.繊

雜

.1
*
架
.
.■
ゥ

ィ

スコ：ンシン

■

の
製
紙
等
が
あ
る
。(

R
.

 

K
. 

iLa

g'b
u
r
g
h
,

 

R
e
c
e
n
t

 M
i
g
r
a
t
i
o
n
s 

of Industries in 'the 

ug.
t
f
d 

statew. 

T
h
e

 A
n
n
a
l
s

 

0
H»
t
h<D

.. 

.
-
•
■•
•
,
-
■■
-
.■こ-
-
.
'
-
•
,

 

.■-■
:
--
い：
.ニ 

-

...Amer.. Aeademy.of. Political »nd. soclal.wclence. 
MarcF. 

.1929..'ppv. 
2
900
1
9'

)

：

u

の
他
、
大
、觉
輸
送
の
特
殊
施I

?'
大
驶
撝
槊
機
械
の
發
達
筇
•
す 

‘べ
て
大
規
模
也
產
に
伴
ふ
勞
働
カ
怖
約
.：の
：顯
.蒸
な
例
で
ぁ
ら
ぅ
。

.

:

以

上

、
槌

め

て

不

十

八

冬

ら

.

.米
闽
經
濟
の
地
域
^

^
锆
に
特
色
を
與
へ
て
居
る
要
因
と
考
へ
ら
れ
る

も
の
を
考
察
し
た
0
こ
れ
等
の 

要
因
が
、
諸
械
經
濟
沽
動
の
夫
々
の
立
地
翦
因
の
#
用
に
筑
な
つ
’て
作
用
し
，*
自
激
的
# (
件
の
下
に
複
雜
な
歷
史
的
過
程
を
と
：.つ「

で
、
'上 

述
の
や
ぅ
な
特
也
が
生
じ
た
の
だ
と
思
ふ
。
入
マ
ご
れ
等
の
要
因
し
前
述
め
特
色
と
の
關
係
を
耍
約
し
て
述
べ
，'て
み
れ
垮

_先
づ
：第

.！：に

.常 

:
_縱
域
故
鼠
■
货
歌
务
_

&

-

©ぱ
泰
勤
^:
蛛
：1

_

©

_地
爆
舍
^

B
を
と

る
こ
と
、
，

(

ニ)

交
通
1

の
高
度
の
普
及
と
べ
三

)

新
し
い
土
地
が
開
發
さ
れ
た
事
實
と
<
;四)

犬

規

模

生

產

様

式

と

の

爲

め

に

'、
自 

然
的
條
仲
に
就
い
て
銃
一
性
の
ぁ
る
地
據
の
全
域
に
ゎ
乜
つ
て
輿
門
化
が
及
ん
だ
こ
と
に
迤
く
。
第
二
.に
各
地
域
間
の
多
様
性
'はr 

(

一：) 

中
樞
地
域
に
エ
業
が
集
屮
し
て
他
の
驰
域
は
エ
業
以
外
の
諸
產
業
を
分
布
せ
ん
め
る
必
‘要
と
能
カ
と
を
持
つ
^
こ
と
、(

一一.

)

交
通
•事
業
の 

發
達(

三
>新
し
い
土
地
の
豐
富
な
供
給(

四)

大
規
模
生
產
に
ょ
つ
て
地
域
間
の
4
-分
な
傲
ヵ
と
競
帶
と
が
行
は
れ
，
各
地
域
の
自
然
的
條 

件

•
社
#
的
條
件
に
順
應
し
た
適
地
適
物
の
^

が̂
齎
さ
れ
た
-結
艰
で
ぁ
る
。
第
三
の
全
地
域
の
廣
太
さ
は
、(

一
)

中
樞
地
域
の
商
工
業
. 

ガ
の
大
き
い
こ
と
が
廣
大
な
國
內
>1
/
場
を
持
つ
.こ
と
を
可
能
，と
し
ま
た
必
要
と
し
た
こ
と
、
0!)

交
通
觀
の
普
及
と(

三)

國
土
の
念
速 

,

,

'
米
國
馨

b
.
l侧而
|

そ
の
地
域
'的
構
造
に
就
い
て
、

■ 

. 

.

/-
七
コ
ー(

六
こI〕

.

.

,

r

r

/ 

£
r
,
>
w
r 

二 

ぐ 

 ̂

ニ、

パ
べ

 

V

、

\
 
り
,

V

 
夺1
:
ノ 

ム

、

/
 

C 

; 

f
 

ン

，へ

a ，t

r

み



へ
；
パ
米
晚
經
歌
の
'(

側
両
し
そ
の
’地
域
的
德
&
就
卜
て」

广

‘
'
.
. 

,
' 

•

v

 

J
四

' 

0

f

5

V

な
膨
脹
と
に
後
つ
て
全
地
域
は
廣
大
な
面f

に
肩
げ
ら
れ(

k

- v
>
の

，
過

程

を

大

規

模

生

產

の

組

織

力

i

機

械
力
が
促
進
し
.た
こ

と

に

基

く

 

と

考

へ•ら

れ

る

？
 

：

•
 

、
 

/ 

: 

- 

-
 

:

 

く 

•

.

'

こ
の
-關
係
を
页
に
簡
單
に
云
ひ
直
す
と
、
要
す
る
‘に
前
尨
の
や
ぅ
な
特
~
は
、(

；
)

高

度

水

準

の

藝

さj)

新
世
界
と
し
て
の
發 

展
、
|

廣
大
な
土
她
と
高
い
文
化
#

つ
少
數
の
^
ロ
と
か
ら
„な
る
國
土
と
し
て
の
驚
と〈

6.
豐
|

慕

的

資

源

と

の

三

者

の

餘 

合
と
I
T性
れ
た
と
云
へ
や
ぅ
。
蓋
し
.
襄

工

業

の

發

達

し

た

中

，

地

域

を

持
つ
ュ
と
は
、
經
濟
が
高
い

-水
準
に
薇
展
し
て
f

こ
と
.
，
 

を
意
味
し
、
新
し
い
腐
大
な
國
土
を
持
つ
、た
こ
と
は
、
新
世
採
の
植
民
地
と
し
て
醫
さ
れ
た
爲
め
I

るo

ま
た
n
1

• 

I

f

;ぜ

| 1
_
寒
::
:

1

を
襁
成
す
る
こ
と
に
な
つ
た
.0
: 

:

.

-
-
-
-
-
ノ 

：
.
-
•
-
. 

. 

■ 

■

.
V 

, 

. 
, 

... 

. 

- 

.
-
. . ■ 

■ 

. 

.

.

. 

. 

\

 ̂

 ̂

^

^
 

 ̂

. 

.
• 

'
'
.
.
'
.
、
へ
.

.

.

.

.

.

.

.

':
;

y 

. 

: 

■

'
マ

鑛
M

: «
:l
:

: t
K

: i
r

i ;
:

.;

4
を

>1
.

*

_

結
合
誉

_

が_

蒙
_

舊

展
_

|

馨
^

さ
れ
て
f

と
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
I

造
は
，J

應
米
麗
濟
の
特

I

.
の
所
f
 

5
べ
き
で
ぁ
f

。
然
し
乍
ら
同
時
に
こ
の
地

'域
■

■

ド
隊:;
M

奪

讀

の

：
中

で

麵
項

家

屋
蓄

き

參

.は
：
，そ
む
裏
地
時
代
か
ら
親
f

で
の
蘭
^
.感

醫

藥

展

；に
.從
_
:幾
度
か
む
ぬ
家
奪
建
直
し
て
來
た
？
.親
在
の
家
屋
も
そ

.
れ
が
建
底
さ
れ
る
時
が
來
る
で
あ
ら
う
が
•
*そ
の
時
ま
で
，は
國
段
經
濟
を
助
長
し
或
は
制
約
す
る
の
で
あ
る
。
 

-

然

 ̂

全

體

と

.
し
て
ノ

 

•

.:
:

地

歡

が

辍

雜

M
:

氣

慨

ネ

她

舞

か

ち®
つ
.で
：&

_活
»;
取
常 

史
の
十2

い
固
で
あ
る
こ
と
は
、
全M

•に
幾
つ
か
の
經
濟
的
中
心
她
を
作
つ
た
。
そ
し
て
全
國
が
狹
父
刀
業
斯
域

：懸

：組
織
♦
れ
、
例
へ
；
は

， 

關
東
地
方
ど
近
畿
地
ガ
^.
を

み

，̂
’擎

：#
方
：ど
太
幕
エ
» ;
_

區

免

捧^:
曝
3:
,̂
 

ハ 

る
。EI

給
S
足
的
に
完
成
し
て05

名
F
け
で
は
な
い
が
、
多
秫
類
の
分
業
地
域
を
包
魯
し
て
居
る
ゴ
斯
か
农
場
食
に
ノ
^
れ

等

の

分

散

し

；
.
、

,
?:
小
她
域
か
ら
同
一
柯
の
质
料
或
は
食
料
を
大
景
一
に
集
荷
す
る
こ
上
は
、
他
の
條
件
が
等
し
い
限
り
、
';米
國
型
ー
の
場
合
ょ
り
高
慣
で
あ
る
へ 

答
で
あ
る
。
逆
に
こ
れ
等
の
地
域
へ
同
一
秫
の
商
n
i例
へ
ば
同
一
褪
の
肥
料
の
如
き
も
の
を
配
給
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
.こ

れ

に

反
. 

し
て
米
闽
型
の
權
造
が
大
規
模
钜
齑
を
布
利
に
し
*
從
つ
て
钜
產
费
を
‘歡
下
さ
ぜ
る
こ
と
は
、
前
述
の
食
肉
調
製
業
-
穀
物
-*
-
庫

等

の

例

.
へ 

で
明
か
で
あ
ら
う
。
郎
ち
同
秫
の
經
濟
沾
動
の
•大
m
な
地
域
的
集
中
が
こ
れ
等
の
施
設
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
同
様
1
事
情
は
、

. 

,

rま
?:
、農
業
地
の
中
心
に
な
る
農
產
物
集
散
都
市
.七
.そ
.の
商
業
圈
內
の
農
業
と
の
關
係
に
就
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。A 〕

の

や
--
5
'
.な
都
市
に
は 

:-
;

»
家
に
對
す
る
諸
種
の
商
品
及
び
勞
務
の
描
供
が
あ
り
"
或
は
金
融
業
•農
產
物
取
引
所
等
の
施
設
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
歲
地

"に
#
門
北 

:-
;
K
^v
あ
る
曝
^
1
/そ
れ
だ
け
十
分
な
施
設
が
可
能
之
な
る
。
米
國
で
は
近
¥

、農
家
の
貨
物
自
動
車
使
用
が
增
加
し
取
引
地
'が
_
が
.：.つ
.
.て
，遠
、
 

'
.
.くの
エ
レ
ヴ
ヱ
1
ク
へ
穀
物
を
販
寶
し
、
こ
れ
'が
主
耍
M
因
の
.

I

つ
，と
な
つ
て
、
全
顿
エ
レ
ヴ
H
1タ
の
總
數
は
減
少
じ
つ
、
あ
る
と
云
：ふ
:0 

,

(Maott and- Martin, 

§. 

c
i
r

pp. 225-60

M
ち
益
々
大
規
模
生
歡
の
原
理)

が
適
用
さ
れ
费
用
が
節
約
さ
れ
て
居
る
や
う
に
見
ぇ
る
。

こ
の
や
う
な
事
實
は
、
大
規
模
^
地
域
的
分
業
が
大
規
徵
生
產
を
有
利
に
行
は
U
め
戈
爲
め
以
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
郎
一 

•.
'

ち
大
規
模
な
地
域
的
分
業
は
’
大
規
横
坐
產
ひ
所
產
で
も
あ
る
が
"
•同
時
に
そ
の
不
可
缺
な
要
素
ど
云
へ
ふ
。
：或
は
む
し
ろ
、
大
規
模
生 

"

:

■

來
！
：

經

歡

の1> 側
而
：

一

そ
の
.地
域
的
櫛
造
に
就
.い
て
；
'
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五
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六
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へ
 

4
^
 ̂ク
I
V ;:
o
:ま
こ
.i
に
米
國
經
濟
の
.地
.理
的
形
態
は
、
，
單

な

る
個
々
の
^

^

#:
に
於
い
て
の
大
規

:
:
«绝
變

：赞

■
,
:
:
|
^

襄
_

署

_ニ
-» :
_

と
'̂
'

連

^ ,

_
廳

.裔

本

の

や
M

r

專
£
:
_北

地

據

ヵ

多

屢

忙

わ

セ

つ
.
て

.；
地

方

織
 

單

な

る

大

ぎ

さ

の

違

ひ

だ 

,
け

で

な
.く

.

.
隹

產

カ
0

和

違

：が
.ぁ

る

。
：米

國

型

は

寧

に

日

本

型

を

擴

大

し

ね
^̂

,

と
こ
彳
て

I
域
^

分
業
ガ
行
は
れ

る

こ

と

に

は

、

も 

一
0-

の
利
益
が
伴
ふ
0
,そ
れ
は
卽
ち
ノ
各
地
の
地
.理
的
條
件
に
適
し
た
專
巧
化 

'が
行
は
れ
.る
こ
|

依
'る
刺
益
1

.る
。
ぎ

1

|
爲
べ
た
が
、
、地
域
聞
の
經
濟
：̂

■
:

綺
果
1

办
經
先
活
§:
::
1:
-
曆
適
レ
た
地 

理
的
條
件
を
持
づ
地
域
f

の
活
動
.に
專
S

し
た
の
で
ぁ
つ
て
、
':f

l

'

Jれ
■

要

.：生
產
裏
低
下

I

で
^
^

低
L

こ
の
場
合
の
利
益
は
、

一
芮
化
地
域
め
而
歡
の
大
小
と
は
-
重

要

な

關

係

が

靡
,:
-
'°
;從

つ

：
て

大

規

模

な

讓

_
分
業
に
伴
ふ
特
殊
. 

の
禾
益
は
こ
の
方
面
て
は
大
き
く
は
な
い
。
然
し
乍
ら
こ
の
利
益
は
最
も
_

的
麗
要
性
を
持
つ
.も
の
で
ぁ
つ
て
、
例

へ

ぱ

資

歡

寶

：

ふ

，y
ち

「

全
®
に
わ
た
つ
て1

尚
水
準
の
生
所
を
發
達
容
得
た
の
拉
-
.一
部
分
-
資
源
.の
.％
様
性
が
生
產
の
.專
門
化
を
可
能
_に
す
る
か 

ら
て
ぁ
る
。
®
ち

一

地

方

が

相

花

盡

に

、
他
の
、地

方

が

小

麥

に

-
他
の
地
方
が
家
畜
に
-
各
々
そ
の
齡
然
的
£

に
適
U
た
活
動
に
.集
.
 

中
1
る
か
ら
で
あ
る」

と
0 (

^

.pti§
aJwesourcesoommitte, op. 

c
i
r
P
.
5
9

0

•

こ
の
や
ぅ
に
^
へ
て
谏
る
と
*
.
.
大
妣
模
な
地
域
的
汾
業
は
> 
来
國
經
濟
.の
..地
域
的
權
|
.
-
.
高
度
に
：顧
織
f

れ

合

现

化

さ

れ

：
'
て

居

る 

こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
ぬ
と
い
ふ
結
論
に
達
す
る
。
然
し
乍
ら
.こ
の
高
度
に
組
.
化
さ
れ
合
现
化
さ
れ
?:
地
域
的
權
造
も
，
そ
れ
を 

不
{產
に
す

.る
幾
つ
か
の
耍
棄
を
包
含
-1
,て
居
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
.ら
ぬ
，
0 

f
前
述
の「

問
題
地
域」

の
存

在

、

南
部
地
方
の
y 

0

芦
然
資
浞
の
浪
费
の
問
題
.

Q

如
き
.
そ
の
'
*も
重
要
な
る
，'も
の
で
ぁ
ら
、っ
..
0

題rii:

地
域
r
は
、
•寧
門
化
し
て
い
な
い
地
域
か
ノ
或
は
專
|
:化
し
'て
居
て
も
居
住
者
の
所
得
が
著
し
く
低
い
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
等 

の
1
域
0
狀
態
が
若
；し
も
改
善
さ
れ
た
と
す
れ
ば
"
全
體
の
鞲
造
に
變
化
が
起
こ
る
--o
然
し
，乍

ら

こ

れ

等

は

概

ね

面

積

が

小

さ

い

か
ら
、
.
 

そ

の

影

響も
次

の

ニ
問
題
程
大
き
く
は
な
-い
で

あ
ら
う
。
 

. 

•

.
•こ
れ
に
對
し
て
南
部
地
方
は
、
大
規
模
な
問
題
地
域
で
あ
つ
て
、
而
積
も
大
き
く
人
口
も
参
い
.0
卽
ち
而
穣
ぎ
认
ロ
も
全
國
の
約
三
割

で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
比
較
的
に
小
農
で
あ
り
貧
困
で
あ
る
。•(

許
ニ
5

「

問
題
地
域」

•の
多
數
も
、：〕

の
.地
方
に
屬
す
る
パ
し
か
も
ア

パ
レ
チ
ア
山
麓
地
帶
に
.は
綿
業
*
被
服
製
造
翁
等
を
中
心
と
し
-
ア
テ
バ
マ
州
北
部
に
1は
製
鐵
業
を
中
心
と
.1
/
,
て

エ

業

が

勃

興

''
..
テ
キ
サ
，

ス
州
は
棉
花
•
放
牧

•
蔬
菜

•果
物

*
石
油
等
に
ょ
つ
て
^

M
し

つ

、
あ

る

に

對

し

て
-
ミ
'シ
シ
.ッ
ピ
河
以
朿
の
所
謂
o
lpu
.
s
o
u
t
b

は

窮
乏
し
*
こ
れ
等
の
事
情
は
A
相
當
に
南
部
を
P.
化
せ
し
め
つ
、
あ
る
や
う
に
見
ぇ
る
。

註
ニ
五
南
部
大
西
汴
部
：
南
來
中
部
*
孢
西
中
部
の
三
地
區
に
屬
す
る
'
.,
-、
ロ
は
三
七
ゝ
八
疋
八
千
人
で
全
國
の
ロ
ー
。

，.
^
^
。

,'. . 

: 

1
六

州

の

啊

稂

は

、

約

ニ

三

四

千

平

方

籽

，で

全

國

の

ニ

九

*
八

涔

、

人
 

.

• 

■ 

- 

' 

- 

: 

- 

, 

- 

. 

' 
,
 

•
/ 

. 

- 

.

.

.

. 

.

.
第
三
に
.自
然
的
資
源
の
浪
费
の
問
題
は
■夙
に
馨
の
關
心
を
ひ
き
、
そ

の

保

存

，
の

爲

め

.に

.法
律
が
制
定

.§
れ
、
.多
く
の
宣
傅
が
行
は
れ

:
^

, ?

ま
.ご
と：

^

&
齡
的
赘
源
_の
浪

費

は

"
；
：
森

林

0'
:.
濫
伐
、
邁
度
の=

^

栽
«

及
び
過
度
の
^̂
^

.

.類
の
徒
ら
な
殺
戮
.
最
も
免
價
に
猓
取
し
得
る
部
分
し
か
と
ら
ぬ
石
炭
の
採
掘
方
法
、
大
量
の
天
然
瓦
斯
の
.空
中
へ
の
嘸
駄
で
放
出
等
•

.

.諸
方
商
に
わ
た
つ
て
居
る
。
石
炭
の
や
う
，な
主
要
資
源
が
、
坐
產
費
を
廉
く
す
る
爲
め
に
へ
良
質
炭
を
，多
ft
に

殘

し

た

ま

、
.炭
坑

を

廢

棄 

:■
し
一
一
度̂
再
び
使
べ
ぬ
狀
11
に
し
て
.し
ま
ふ
や
う
な
方
法
で
^
發
さ
れ
た
こ
と
、
' 地
力
を
急
速
に
減
退
せ
る
や
う
な
組
放
的
な
方
法
で 

土
地
を
利
用
し
て
來
た
場
合
の
あ
る
•こ
と
は
、
殊
に
重
要
な
問
題
を
胎
む
。
蕺
し
こ
.れ
等
の
事
情
は
、
，直
接
.に
地
域
的
分
業
の
狀
»
に
影 

.

.響
す
る
可
能
性
を
持
つ
ば
か
り
で
な
く
、
米
國
經
濟
の
迤
礎
的
部
分
に
重
大
な
關
係
を
持
つ
か
も
知
れ
ぬ
か
ら
ち
あ
る
。
ま
こ
と
に
米
阀 

;

'

-T
米
國
經
濟
の
一
側
南
1

七
、の
地
域
.的
構
造
に
：就
い
て 

て

\ 

\ 

,

:

ノ
ハ 

七
、七

(

六
15)

»
變
い v

 

:、
厂
:.
:
' 

'

';>
■

一、

v

:

v

:
:
へ
‘：
：

-V
、

-.:
;

一
 

, 

'
•
ノ
 

-
、
'

-

;,
へ 

' 

V

:
;<
:

V

Y
ハ 

7へ 

W

 

く

：

'

1
-
:
:
! 

: 、

？

i

T
*,
:

「

^ 

厂
、

广
»̂,
/
,
ニ
 

、
く

、

 

i
 
I
 

 ̂

 ̂

r
. 
こ 

i
. 

r
 

~ 

2 

V 

へ
 

【

*



,

:

米
I

濟

名

彼

而

—

S

地

欲

的

權

造

に

食

ぃ

て

、
'

r、’
 

、

ノ
 

，

二 

'

;.
.

•'
‘

.

、尤

C:

ハ
二
六
.

)

、

'

■ 

S
の
發
展
4

、ラ

ッ

で=
=
?

ス
敎
授Q

次
の
，叙
述
に
’見
ら
れ
る
や
う
に
少
敗
の
人
口
で
豐
甯
I

源
を
黧
レ
、
顧

放

帝

V

I

I

I
て
f

 
?
あ
る
。
f

「

歐
洲
<
が
1

に

書

K

差

の

土

地

I

し
•
小
麥
I

;
し
；
^

れ
を
歐
洲
の
小
麥
收
多
權
地
へ
f

、

牧
場
が
t

i

e

1

平
I

を

い

f

の

藝

が
居

る

歐

洲
■

へ
i

•

バ

タ

•
チ
丨 

' ;

ス
|

り
、
森
林
が
ょ

農

好
な
狀
態
に
維
持
さ
れ
て
f

國
々
へ
-木
材
を
輸
出
し
て
奢
た
が
.
，こ
れ
.
は
歐

洲

の

人

口

が
.稠

密

で

、

ア 

メ
.リ

カ

の

人
口
ヵ

上

較

的
に
爾
薄
て
あ
つ
た
こ

と

、

そ
し
て
現
在
で
も

猶

さ

う
で
あ

る

こ
と
、

に
兹
くJ

と
。

(
J
;

 

R
u
s
s
e
i
i

 

S
m
i
t
h
,

 

I

I

I

 

I

h

o

B

B

I

 

G
e
o
g
r
a
p
h
y
；

 

L
o
n
d
o
n
,

 

1
9
2
5
.

 

p
.

 

6
6
1
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似
し 

B

l

‘
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f

 

I
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e
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e
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o
n
a
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a
n
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I
n
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e
r
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a
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a
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c
u
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M

i

.
 p

.

芦

の

引
用
に
擗
る
。〕

從
？

資
源
保
I

動

が

强

化

•さ

れ

土

地

利

用

法

が

鋳

化

さ

れ

る

こ

と

は

免

れ

ぬ

傾

向 

て

あ

つ

て0

へ
は
.テ
ネ

シ
I
馨

開

發

事

業

の

如

き
±-

地

生

產

カ

育

成

の

意

味

で

大
|

霖

性

を

持

つ

も

？

實

、

來

阈

に

於

け 

る

土
，
地

利

用

方

法

の

集

約

化

は

斯

う

し

た

形

？

進

行

し

て

居

る

？

は

な

い

か

と

恕

ふ
。

.

こ
れ
等
の
問
題
に
就
い
て
は
舉
に
そ
の
存
在
を
指
摘
し
S

く
に
止
め
、

れ
以
上f

ベ
る
こ
と
を
や
め
る
が
、
、要
す
る
に
-地
域
，
J

補
造
と_

,

議

殊

性

ぼ

着
_

_

_

が

蒙
_

使

祿

義
^

^

^

殊
性
に
つ
い
て
の
硏
究
を
必
要
と
す
る
。(

昭
和
ニ
ニ
等
九R
 
ニ
六
H
記)

、

我

が

國
‘
の

證

券

金

融

は

證

券

取

引

所

の

業

務

停

止
_

獨

禁
止‘

株
式
所
有
の
制
限、

經
濟
力
集

|
除
等

の
處
m

財
閥
遍
賴
：

 

:

に
關
聯
し
て
將
來
非
常
に
異
つ
仁
も
の
と
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
/れ
ら
の
處
置
に
伴
ふ
大
企
業
の
分
化
に
伴
ひ
、
今
後
の
全 

_

的
な
財
.厥
盤
理
期
を
經
.
.て
；参

観

Q
蒋
風
■

■
散
■

あ
^:
成
？
編

謙

*
*'
§
.

資
金
駿
に
_

々
_

-
• 

- 

- 

« 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

■■ 

. 
:

>  

»
« 

- 

- 

> 

*
. 

■

>
.
 

. 

I 

.

に
は
ま
た
各
兪
社
共
ィ
ン
フ
レ
末
期
か
^
デ
フ
レ
時
代
へ
か
け
て
の
資
金
難
に
も
豫
め
備
へ
.̂

こ
と
も
考
.へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら 

う
0-
併
し
混
沌
?:
る
现
狀
と
游
廉
の
見
通
0
の
不
明
か
ら
、現
在
の
様
に
、
ニ
般
株
慣
が
他
の
諸
物
價
に
此
し
て
著
し
く
低
く
、
ま
た
多
ぐ 

は
額
面
を
割
つ
て
展
る
狀
態
で
は
、*常
分
新
株
の
發
行
齋
描
起
愦
は
遥
だ
困
縱
と
运
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
^.
う
。
. 

.

,

'ま
た
こ
れ
^
で
は
、
我
が
國
の
株
式
の
發
行
，が
'多
く
は
綠
故
關
係
を
«
つ
た
も
の
で
あ
つ
れ
し
、
新
愤
比
金
融
機
關
を
中
心
と
し
て
限 

名
れ
た
投
資
家
の
間
に
保
有
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
つ
た
が
'
將
來
は
か
か
る
縱
來
の
關
係
方
面
か
ら
の
資
金
の
吸
收
は
大
し
ガ
期
待
し
得 

な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
■從
つ
て
證：

券
金
融
は
大
轉
換
を
遂
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
晚
期
に
到
達
し
て
©
る
と
沄
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
周
知
の
通 

ゲ

、
现
找
巨
狐
の
資
金
の
集
补
レ
つ
つ
あ
る
の
は
、
こ
れ
，ま
で
證
券
市
場
な
ぞ
と
殆
.ん
ど
無
關
係
な
新
興
の
大
衆
方
面
で
‘
る
。
此
の
方 

面
を
間
拓
す
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